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日程第37        一般質問について（２名）

① ２番議員 ② ９番議員

２．出席議員は次のとおりである。（１２名）

１番 立 山 比呂志 君         ２番 杉 村 博 明 君

３番 井 下 忠 俊 君         ４番 立 山 秀 喜 君

５番 境 田 敏 高 君         ６番 打 越 潤 一 君
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11番 橋 永 芳 政 君         12番 酒 見  喬 君

３．欠席議員なし

  

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名（１２名）

町 長 佐 藤 安 彦 君  税 務 住 民 課 長 菅 原  力  君

副 町 長 雪 野 栄 二 君  福 祉 課 長 北 原 宏 春 君

教 育 長 大 里 耕 守 君  経 済 課 長 西 田 裕 幸 君

総 務 課 長 永 松 泰 子 君  建 設 課 長 古 澤  平 君

会 計 管 理 者 木 村 浩 二 君  教 育 課 長 島 﨑  演 君

ま ち づ く り 課 長 大 木 義 隆 君  延 寿 荘 長 福 井 隆 一 君

５．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名（２名）

議会事務局長 寺 本 一 誠 君  書 記 坂 口 智 美 君
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開会 午前１０時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 起立、礼、おはようございます。

ただいまから平成２７年第６回南関町議会定例会を開会いたします。

これから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりです。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（酒見 喬君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、１０番議員、１１番議

員を指名します。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第２ 会期決定について

○議長（酒見 喬君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。

本定例会の会期については、本日から１２月１８日までの４日間にしたいと思い

ますが、御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会の会期は本日から１２月１８日までの４日間とすることに

決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３ 諸般の報告について

○議長（酒見 喬君） 日程第３、諸般の報告を行います。

報告の第１点は、例月出納検査報告についてです。本件については、南関町監査

委員に関する条例第１０条の規定によって、監査委員大木敏晴君、打越潤一君より、

平成２７年度８月分、９月分、１０月分の出納検査結果及び平成２７年度財政援助

団体等の監査結果について報告がなされております。内容については、その写しを

お手元に配付していますので、これを省略します。

報告の第２点は、委員会報告についてです。文教厚生常任委員会委員長より、委

員会調査報告について報告書が提出されていますので、報告を求めます。

文教厚生常任委員長、鶴地仁君。

○文教厚生常任委員長（鶴地 仁君） おはようございます。調査事件の報告をいたし

ます。

委員会調査報告書。本委員会で行いました所管事務調査事件について、調査の結
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果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定により報告します。

１、調査事件、自然災害に対する危機管理マニュアルの整備。

２、期間、平成２７年９月から２７年１２月。

３、方法、担当者からの資料提供と聴取、各委員による調査検討を行いました。

４、調査の概要、１０月２６日と１１月１６日の両日、文教厚生常任委員会にお

いて担当者から説明を受けるとともに、危機管理マニュアルについて調査検討を行

った。

まず、調査に至った事由であるが、本年８月２５日に上陸した台風１５号では、

県下全域で停電が発生し、本町においても一部地域では３日間電気のない生活を強

いられたところである。九州電力には電話がつながらず、復旧の見込み全く不明と

いった状況下、町に対しては情報不足、対応不足といった苦情が寄せられた。平成

１８年台風１８号以来１６年ぶりのことであり、対応に油断があったのではないか。

１８号の体験が生かされず、自主防災組織設立も１００％達成とはなっているが機

能不十分であったと判断されるところから、危機管理マニュアルについて検討を行

ったものである。

平成７年１月１７日に発生した阪神淡路大震災以降、新潟県中越地震、平成２３

年３月の東日本大震災といった大震災を契機に、国をはじめ各自治体等では地震災

害に対する危機管理の重要性が大きく取り上げられ、地震対策マニュアルの整備が

進められてきたところである。また、最近は台風の発生や局所的な豪雨が多くなる

傾向があり、被害も激甚化している状況であるところから今まで以上に危機管理対

策を整備しておく必要がある。

南関町地域防災計画が策定されているので、日頃から理解・認識しておかねばな

らないが、危機が逼迫した際には要点をわかりやすくまとめた危機管理マニュアル

の整備が大切である。また、災害の種類ごとの整備はもちろん、確実に防災・減災

の行動がとられるようチェックリストを作成しておかなければ、危機管理マニュア

ルは十分機能しないであろう。

災害は、地震・台風・豪雨・火山噴火といった自然災害にとどまらず、昨今の社

会情勢を見れば、犯罪、テロによる災害等も視野に入れなければならないが、文教

厚生常任委員会では先の台風１５号の反省に立ち、台風災害を念頭に置いた危機管

理マニュアルを別紙のとおり作成したものです

文中に入れておりませんが、法という決まりと、律という罰ですね。この法律と

いう名のもとに強制的に税金を徴収する国・自治体は国民、住民の生命、身体の安

全と財産を守る責務を有しております。町当局においては所管ごと、災害の種類ご

とに危機管理マニュアルを整備し、確実に実行されるチェックリストの作成を期待
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するものです。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 報告の第３点は委員会報告についてです。議会運営委員会委

員長より、委員会研修について報告書が提出されていますので、これを求めます。

議会運営委員会委員長、田口浩君。

○議会運営委員会委員長（田口 浩君） 議員研修報告をいたします。

南関町議会議長、酒見喬様。

平成２７年１２月１４日。議会運営委員会委員長、田口浩。

議員研修、糸田町、桂川町を下記のとおり報告いたします。

研修期間は、平成２７年１１月２５日から１１月２６日。

場所は糸田町、桂川町は福岡県でございます。

出席者、田口浩委員長、井下忠俊副委員長、鶴地仁委員、境田敏高委員、立山秀

喜委員、立山比呂志委員、酒見喬議長、橋永芳政副議長。随行が寺本議会事務局長

でございます。

研修目的は、南関町に類似した町の議会がどのような運営をされているかを目的

に研修をいたしました。

研修内容は、１つ目が福岡県田川郡糸田町。福岡県のほぼ中央に位置し、総面積

８平方ｋｍ、人口９,４６４名で、常任委員会は総務文教常任委員会、産業建設厚

生常任委員会、議会広報常任委員会の３委員会。各委員会は６名で構成されており

ます。一般質問の方法といたしまして、一問一答方式で発言時間は５０分、順番は

議運にて提出順番にくじ引きで決定しているということでした。

２番目が福岡県嘉穂郡桂川町。桂川町は、広さ東西約４キロ、南北に８キロ、面

積２０.１４平方ｋｍ。細長い逆三角形の形をしている。北西に飯塚市、南東に嘉

麻市が隣接しております。道路は国道２００号線が南北に走っているほか、八木山

バイパスや冷水有料道路があって、北九州や久留米・筑後地区、そして佐賀県鳥栖

市を結ぶ大切な役割を果たしている。

研修は桂川町長、井上利一氏のあいさつに始まり、議長、東中政広氏両方の議員

の紹介があり、質疑に入りました。

常任委員会は、総務経済建設委員会５名、文教厚生委員会５名、議会広報委員会

４名の３委員会で議員定数１２名で構成されております。

人口は、１万３,９４９名、６,２７７世帯となっております。一般質問の発言時

間は最大６０分、順番は提出順等の意見交換を行った。

まとめとして、今回の研修地を本町と類似した町を対象にさせていただき、両町

を参考に取り組み活性化を図っていきたいと思います。
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最後になりますが、両町ともに大変お忙しい中、温かい歓迎をいただきましたこ

とを感謝申し上げます。

以上です。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第４ 陳情の委員会付託等について

○議長（酒見 喬君） 日程第４、陳情の委員会付託についてです。

本日まで受理しました陳情は、お手元に配りました陳情文書の写しのとおり、２

件を所管の常任委員会に付託しましたので報告いたします。

ここで、町長からの挨拶の申し出があっていますので、これを許します。町長。

○町長（佐藤安彦君） 皆さま、改めましておはようございます。

平成２７年第６回南関町議会定例会の開会において、平成２７年度補正予算案、

その他諸議案の御審議をお願いするにあたり、一言御挨拶を申し上げ、議員の皆さ

ま並びに町民の皆さまに一層の御理解と御協力をお願い申し上げる次第であります。

さて、今年も米の収穫も終わり、先ほど鶴地議員のほうから報告もありました

が、久々に上陸した大型台風１５号により、２日間にわたる停電をはじめ、様々

な影響はありましたが、特に大きな災害等は発生せずに、まずまずの年ではなか

ったかと思っております。

今年の後半を振り返ってみますと、１０月１日からは、予約型乗合タクシーの

試行運転を開始しました。これまでに１,１００人ほどの方に登録いただいており、

医療機関への通院や買い物などを中心に御利用いただいております。これまでに

も申し上げましたとおり、この試行を通して、将来の公共交通のあり方の検討も

含めて、皆さまの声を聞かせていただきながら、南関町に一番合った事業になる

ように取り組んでまいりたいと考えております。

南関町合併６０周年の記念式典を１０月１７日土曜日に、１８日日曜日には、

合併６０周年記念事業として、健康づくりウォーキングとグラウンドゴルフ大会

を開催しましたが、多くの皆さま方に御参加いただき、盛会のうちに終えること

ができました。

私たちは今一度、先人の皆さま方の絶え間ない努力と偉業に感謝するとともに、

新たに、次世代の子どもたちが誇りに思うような、行政と地域住民の皆さまがとも

に支え合う協働の町づくりを目指すことを確認したところであります。

１１月８日日曜日には、町主催の防災訓練を第４校区の上坂下地区を対象とし

て開催いたしました。当日は、地域住民の皆さまはもとより、自主防災組織、警

察署、消防署、消防団、建設業協会、町社協、民生・児童委員の皆さま、地域婦

人会の皆さまなど、たくさんの御協力の中で、局地的集中豪雨による土砂災害や
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急傾斜地の崩壊等を想定しての訓練となりました。今回は、うすま苑への福祉避

難所の開設や、消防団による土のう積み訓練などと、新しい取り組みも実施した

ところであります。今後も、町防災訓練の開催や各地域の自主防災組織との連携

などにより、総合的な地域防災力の充実強化を図っていかなければならないと考

えているところであります。

１１月１２日木曜日には、５月１４日に調印いたしましたＦＷＡＶＥ株式会社に

続き、冨士ダイス株式会社と１９億８,０００万円の投資額として調印させていた

だきました。町の活性化、新たな雇用の創出に繋がるものであると大きな期待をし

ておりますが、今後も年明けには、大型の増設の動きもありますので、さらなる企

業の立地に向けてしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

さて、いつもお話をしております地方創生については、現在、町でも「南関町人

口ビジョン」や「南関町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を作成しているところ

であります。今回は、町職員をはじめ、議員の皆さま、審議会委員の皆さまからも

貴重なヒアリングシートを提出いただいておりますが、これに合わせ、パブリック

コメントでも幾つもの御意見や御要望をいただいておりますので、これから５年間

のまちづくり、特に雇用拡大や起業の支援、少子化対策、定住対策などに役立てら

れるような計画を作成したいと考えております。

町議会におかれましては、地方創生に関する特別委員会も設置していただき、御

尽力賜っていることに対し、改めてこの場をお借りして、お礼を申し上げる次第で

あります。

町民の皆さまの御意見や御要望については、本年度も１１月１０日から１３日ま

での４日間、各校区での地域懇談会により伺うこともできました。各会場では、４

０人から６０人ほどの参加者ではありましたが、様々な御意見や御要望をいただき

ましたので、これからのまちづくりに生かしていきたいと考えているところであり

ます。

また、中学生との意見交換会は７月に実施しましたが、本定例会には、南関高校

生が一般質問の傍聴に来られる予定となっており、年明けの高校生議会の開催に向

けて、町議会の御協力のもと、１８歳からの選挙権の引き下げなど、若い世代から

の声を聞きながら意義あるものにしなければならないと思います。

１１月２９日日曜日には、南関町にとっても大きな問題、課題でありました熊本

県公共関与産業廃棄物管理型最終処分場「エコアくまもと」が落成しました。その

屋根には、２メガほどのメガソーラーが設置され、地産地消型のエネルギーの開

発・普及・啓発を推進する熊本いいくに県民発電所の発電も開始されました。

私どもは、これまでの建設までに至る経緯を忘れることなく、埋め立て、安定化
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に要する少なくとも４０年後の安全・安心を確保できるように、地域の皆さま方、

監視委員会の皆さまとの協力のもとに、行政としての責務を果たしていかなければ

ならないと考えております。

また、隣接地には、山の再生と竹の有効活用をあわせたバンブーフロンティア

事業が進められており、各施設、事業が一体となって、環境教育と産業振興の全

国モデルとなれるようにしっかりと取り組んでいかなければならないと考えてい

るところであります。

定住対策の目玉事業として進めてきました宅地分譲事業であるグリーンヒル二

城も、いよいよ完成しまして、１１月３０日から１２月１０日までを募集期間と

して、１２月５・６土日には、現地案内会を開催したところであります。昨日ま

でに、希望区画が重複していない３区画が既に決定しております。今現在では、

応募者が不足しているような状況でありますので、皆さま方の御存じの方にも、

ぜひ御紹介いただければと思っております。

議会全協の中でも説明をさせていただいているバンブーフロンティア事業につい

ては、既にバンブーフロンティア株式会社も設立され、工場用地の取得や各事業と

の調整をされているところであり、試作品の種類も増えており、今後は、熊本県庁

や熊本空港にも展示されることとなっております。

また、「分散型エネルギーインフラプロジェクト」も、調査委託業務を発注し

ており、近隣自治体との調整や各種調査に取りかかっております。

この２つの事業につきましては、１１月２６日木曜日に総務省で開催されまし

た「第５回自治体主導の地域エネルギーシステム整備研究会」で、南関町がマス

タープラン策定自治体の代表としてプレゼンテーションをさせていただき、皆さ

まの関心の高さを身を持って感じたところであります。

以上、現在の状況等も含めてお話をさせていただきましたが、このほかにも延

寿荘民営化の取り組み、役場庁舎・公民館の建替え・改築の問題、南関高校の跡

地活用の問題、白秋生家の改修など、多くの問題や課題もありますので、今後と

も議会の皆さまの御理解と御支援を賜りまして、町づくりを進めていきたいと考

えているところであります。

今回の議案の提案につきましては、南関町農業委員会の定数に関する条例の制

定など、条例の制定についてが３件、南関町議会議員の議員報酬、費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定など、条例の一部改正についてが７件、

南関町老人福祉施設延寿荘設置条例等を廃止する条例の制定についてが１件、平

成２７年度一般会計補正予算のほか各特別会計補正予算についてが６件、財産・

土地の処分についてが１件、財産・建物の譲渡についてが１件、指定管理者の指
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定についてが１件、字の区域の変更についてが２件、町道の路線認定・廃止がそ

れぞれ２件、南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてが１

件、南関町固定資産評価員の選任についてが１件、南関町固定資産評価審査委員

会委員の選任についてが３件を提案しております。特に、一般会計補正予算は、

総務費の白秋生家の土地・建物鑑定評価委託料として２３１万２,０００円、土木

費の南関中学校通学道路の測量設計委託料として７４８万３,０００円、教育費の

南関中学校ユニバーサルデザイン対策工事として ４４０万６,０００円など７,６

３４万６,０００円を増額し、一般会計の予算総額を５８億７,５９９万６,０００

円としているところであります。

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げまして、定例会にあたっての

御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第５ 議員提出議案第３号 南関町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定

について

○議長（酒見 喬君） 日程第５、議員提出議案第３号、南関町議会委員会条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題にします。

提案理由の説明を求めます。１０番議員、本田眞二君。

○１０番議員（本田眞二君） おはようございます。ただいま議会の中で広報委員長を

務めております本田です。

それでは議員提出議案第３号を読み上げます。

平成２７年１２月１５日提出。南関町議会議長、酒見喬様。

提出者、南関町議会議員、本田眞二。賛成者、南関町議会議員、立山秀喜、賛成

者、南関町議会議員、立山比呂志、賛成者、南関町議会議員、杉村博明、賛成者、

南関町議会議員、酒見喬、賛成者、南関町議会議員、橋永芳政、賛成者、南関町議

会議員、鶴地仁、賛成者、南関町議会議員、境田敏高、賛成者、南関町議会議員、

井下忠俊、賛成者、南関町議会議員、打越潤一、賛成者、南関町議会議員、田口浩、

賛成者、南関町議会議員、山口純子。

南関町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について。

上記の議案を別紙のとおり、南関町議会会議規則第１４条の規定により提出しま

す。

提案理由を申し上げます。広報調査特別委員会が発行する山郷は、平成１８年８

月に創刊して以来、第３９号まで発行され、創刊から９年が経過し、議会の活動や

情報を町民に届ける手段として定着し、評価もいただいております。その調査特別

委員会は、創刊時に設置され、議会だよりの編集・発行という活動は年間を通して
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の活動であり、常設の委員会でありながらも特別委員会となっております。

ここ数年では、全国で広報常任委員会を設置している団体も増えております。こ

の全国的な流れの中、当町でも今後議会として議会広報紙の役割や使命はますます

増加していくものと思われます。そのために特別委員会ではなく、常任委員会とし

て条例で位置付ける必要があるためというのが理由です。

次ページをお願いします。内容としまして、２段目から読みます。

南関町議会委員会条例の一部を改正する条例。南関町議会委員会条例（平成５年

条例第１６号）の一部を次のように改める。

第２条第２号の次に次の１号を加える。（３）広報常任委員会６人以内。ア、議

会だよりの編集及び発行に関する事項。イ、その他議会の広報に関する事項。

附則、この条例は平成２８年４月１日から施行する。

以上です。よろしくお願いします。

○議長（酒見 喬君） ただいまから質疑を行います。

質疑はありませんか。

［「ありません」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。

ただいまから討論を行います。討論はありませんか。

［「ありません」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 討論なしと認めます。

これから議員提出議案第３号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

[賛成者起立]

○議長（酒見 喬君） お座りください。

全員起立です。

したがって、議員提出議案第３号、南関町議会議員条例の一部を改正する条例の

制定については、可決されました。

お諮りします。日程第６、議案第７９号から日程第３６、議案第１０９号までの

議案を一括上程し、提案理由の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 異議なしと認めます。

したがって、日程第６、議案第７９号から日程第３６、議案第１０９号までの議

案を一括上程することに決定しました。

－－－－－－－○－－－－－－－
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日程第 ６ 議案第 ７９号 南関町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

日程第 ７ 議案第 ８０号 南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定について

日程第 ８ 議案第 ８１号 南関町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を

改正する条例の制定について

日程第 ９ 議案第 ８２号 南関町行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定につ

いて

日程第１０ 議案第 ８３号 南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

日程第１１ 議案第 ８４号 南関町職員の特殊勤務手当に関する条例及び南関町

防災行政無線の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

日程第１２ 議案第 ８５号 南関町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定

について

日程第１３ 議案第 ８６号 南関町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数

に関する条例の制定について

日程第１４ 議案第 ８７号 南関町税条例等の一部を改正する条例の制定につい

て

日程第１５ 議案第 ８８号 南関町老人福祉施設延寿荘設置条例などを廃止する

条例の制定について

日程第１６ 議案第 ８９号 南関町土木工事費補助条例の一部を改正する条例の

制定について

日程第１７ 議案第 ９０号 平成２７年度南関町一般会計補正予算（第５号）に

ついて

日程第１８ 議案第 ９１号 平成２７年度南関町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について

日程第１９ 議案第 ９２号 平成２７年度南関町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）について

日程第２０ 議案第 ９３号 平成２７年度南関町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）について

日程第２１ 議案第 ９４号 平成２７年度南関町介護サービス事業特別会計補正
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予算（第３号）について

日程第２２ 議案第 ９５号 平成２７年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）について

日程第２３ 議案第 ９６号 財産（土地）の処分について

日程第２４ 議案第 ９７号 財産（建物）の譲渡について

日程第２５ 議案第 ９８号 指定管理者の指定について

日程第２６ 議案第 ９９号 字の区域の変更について

日程第２７ 議案第１００号 字の区域の変更について

日程第２８ 議案第１０１号 町道の路線廃止について

日程第２９ 議案第１０２号 町道の路線廃止について

日程第３０ 議案第１０３号 町道の路線認定について

日程第３１ 議案第１０４号 町道の路線認定について

日程第３２ 議案第１０５号 南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて

日程第３３ 議案第１０６号 南関町固定資産評価員の選任につき同意を求めるこ

とについて

日程第３４ 議案第１０７号 南関町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて

日程第３５ 議案第１０８号 南関町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて

日程第３６ 議案第１０９号 南関町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて

○議長（酒見 喬君） 議案はお手元に配付してあります。

議案名を事務局長に朗読させますので、確認してください。

事務局長。

○議会事務局長（寺本一誠君） ［議案名朗読］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れ等はありませんか。

［「なし」と呼ぶ者あり］

○議長（酒見 喬君） 配付漏れなしと認めます。

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。

担当職員は、順次説明をしてください。

総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 私から、第７９号議案から第８６号議案まで続けて説明

をさせていただきます。
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まず、第７９号議案でございます。南関町議会議員の議員報酬、費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由及び議案の説明をい

たします。

南関町議会議員の報酬は、平成１７年度において町の行財政改革を御理解いた

だき、議員提案として１０％減額の改正を本則として実施されておりました。そ

の後、議員の定数を４名削減され、議員定数１２名とし、平成１８年の選挙から

実施されております。その後６年間、減額した状態を続け、平成２３年度には町

長等の減額特例の期限の到来に合わせて改正を行い、第４次行政改革大綱の成果

を評価するとして議会議員の報酬についても期間を限定とした特例条例で、平成

２３年４月から平成２８年３月までの５年間において、平成１７年度の本則条例

を５％増額することとしております。そしてその特例条例がこの平成２８年３月

３１日をもって失効することとなります。

そこで、町は１１月１３日に南関町特別職報酬等審議会を開催し、町長が議会

議員の議員報酬についての諮問を行いました。慎重に熱心に審議をいただきまし

た。その結果、審議会から社会経済の状況も若干ながら上向きであると。それか

ら行政改革の一様の成果も認めると、それと議員定数が削減されているにもかか

わらず、自主的な特別委員会を設置して自主協議などするということについて評

価をいただきました。

そしてその結果、妥当との答申をいただいたところでございます。その答申を

受けまして、議会議員の報酬金額を改正する提案をするものでございます。

以下は、議案で説明させていただきます。

まず、議長の報酬、３１万５,０００円を３３万３,０００円に改め、副議長の

報酬２６万円を２７万５,０００円に改め、議員の報酬２３万６,０００円を２５

万円とするものでございます。さらに今回新たに、各常任委員会と議会運営委員

会の委員長の報酬についても検討いたしました。各委員長は各委員会の代表とし

て責任があり、各委員会の案件処理のため各課長との日程等の事前協議など調整

が必要になったりと重責を担っていただいております。このことから、総務産業

常任委員会、文教厚生常任委員会及び先ほど議決のありました広報常任委員会、

そして議会運営委員会の委員長の報酬を２６万円とするものでございます。

附則といたしまして、平成２８年４月１日から施行するとしたものでございま

す。

以上で、南関町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についての説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。
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続きまして、８０号議案、南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定についての提案理由及び議案の説明をいたします。

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平

成２５年法律第２７号）、以下を番号法と呼ばせていただきます。その番号法第

３１条に基づきまして条例改正をするものでございます。

この番号法３１条では、番号法及び行政機関の保有する個人情報の保護に関す

る法律において、行政機関が講じることとされている特定個人情報の取り扱いに

関する措置の趣旨を踏まえて、町は南関町個人情報保護条例の改正を行います。

今回、３０条では、情報提供等記録について行政機関等の読替規定を定めており

ます。町におきましても情報提供等記録について、番号法第３０条を踏まえまし

て条例を改正いたします。

この条例の中で第２条の定義のうち第６号として情報提供等記録を追加してい

るものでございます。情報提供記録とは、番号法第２３条第１項及び第２項に規

定する記録された特定個人情報をいうと定めています。

次に、第１２条の２第２項においては、特定個人情報の利用の制限を規定して

いますが、生命、身体、財産の保護のためであれば利用できるとしていますけれ

ども、この個人情報等記録についてだけは適用除外としております。番号法第３

０条において情報提供等記録については目的外利用は一切禁止されているためで

ございます。また、３５条に第２項として、実施機関は情報提供等記録の訂正を

した場合には、その旨を請求者並びに必要があると認めるときは総務大臣及び番

号法第１９条第７号に規定する情報紹介者または情報提供者（当該訂正に係る番

号法第２３条第１項及び第２項に規定する記録に記録された者であって、当該実

施機関以外のものに限る。）に対し、遅滞なく、書面により通知しなければなら

ないと定めています。これも番号法第３０条において情報提供等記録の訂正をし

た場合には、情報提供ネットワークシステムを管理する総務大臣及び番号法第１

９条第７号に規定する情報紹介者または情報提供者に対し通知、その他必要な措

置をとることを定めることとしているために追加をしたものでございます。

最後に、第３６条第１項において情報提供等記録については、利用停止等の請

求を認めないようにすると定めています。これも番号法第３０条において情報提

供等記録については、利用停止の請求が認められていないため除外するものでご

ざいます。

改正規定の施行日を平成２８年４月１日とするものでございます。

以上をもちまして、南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ

いての提案理由及び議案の説明を終わります。
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御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、南関町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例の

制定についての提案理由及び議案の説明をいたします。

番号法において特定個人情報の保護対策の１つとして、地方公共団体等の機関等

には特定個人情報保護評価の実施が義務付けられております。特定個人情報保護評

価とは、個人番号をその内容に含む個人情報ファイルである特定個人情報ファイル

を保有しようとする、または保有する国の行政機関や地方公共団体が個人のプライ

バシー等の権利利益に与える影響を予測した上で、特定個人情報の漏えい、その他

の事態を発生させるリスクを分析し、そのようなリスクを軽減するための適切な措

置を講ずることを宣言するものでございます。

そこで南関町におきましては、この第三者による点検を南関町情報公開個人情報

保護審査会により実施することとするため、南関町個人情報保護審査会条例を改正

し、評価書に記載された特定個人情報ファイルの取り扱いに関する事項を審査会が

調査・審議する実施機関からの諮問事項の１つとして位置付けたものでございます。

改正事項といたしまして、設置目的を定める第２条中１号に情報公開条例第１９

条の規定による不服申し立てに関する事項、第２号に個人情報保護条例第４２条の

規定による不服申し立てに関する事項、第３号に行政手続きにおける特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第２７条第

１項に規定する評価書に記載された同法第２条第９項に規定する特定個人情報ファ

イルの取り扱いに関する事項を追加をしたということでございます。この事項を調

査・審議するためにこの南関町情報公開・個人情報保護審査会を置くこととするも

のでございます。

また、審査会の会議の定足数を委員の半数以上としておりましたが、これを過半

数とし、審査会の会議を開催するためには委員の半数を超える出席者が必要である

こととしたものでございます。

改正規定の施行日を平成２８年４月１日とするものです。

以上をもちまして、南関町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する

条例の制定についての提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第８２号議案、南関町行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の制定について、提案理由及び議案の説明をいたします。

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号

法でございますが、この番号法によるマイナンバー制は個人番号を利用することに
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よって国の行政機関や地方公共団体が保有する個人情報を効率的に照合・確認する

ことができるようになり、より公正な社会保障の給付や税負担が確保される一方、

社会保障給付の手続き等のときに必要な所得証明書等添付書類が不要になるなど、

住民の負担が軽減されることが目的となっております。

この個人番号の行政事務における利用については、番号法によりますと、個人番

号を利用できる事務、これを法定事務といいますが、これが列挙されております。

そのほかに町において条例を定めることによって機関内で個人番号を利用すること、

これは南関町の中で利用するという意味でございます。それから町の同一機関内で

利用する、提供する、これは機関内ですから町長部局と町長部局、それから教育委

員会と教育委員会というふうに同一の機関内で利用提供できるということです。

それからもう１つ、町の機関から同じく町の他の機関にその事務を処理するため

の必要な限度で特定個人情報を提供できる。つまり町長部局と教育委員会部局が連

携できるということになるわけですが、条例で定めるとそれができると定めている

ものでございます。

そこで町は効果的な運用を図るため、この南関町行政手続きにおける特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人

情報の提供に関する条例を制定することといたしました。

条例の説明をいたします。第１条におきましては、趣旨として南関町が独自にこ

の個人番号を利用できる、そして先ほど申し上げました南関町の同一機関内で情報

の提供ができる、このことが２つ目。それとそのほかの機関への情報の提供ができ

るということも条例制定の目的としております。

それから第２条におきまして、定義として、個人情報、個人番号、特定個人情報、

特定番号利用事務実施者、そして情報提供ネットワークシステムを定めているもの

でございます。

そして第３条では町の責務として、適正な取り扱いを確保するための措置を講じ

なければならんというふうに定めております。

そして第４条では、先ほど申し上げました法定事務以外で独自に個人番号を利用

できる事務を別表第１に、そして別表第２には法定事務及び独自利用事務を同一機

関内で提供ができる事務。

続きまして第５条で、別表第３においては法定事務と独自利用事務を南関町の機

関と他の機関、先ほど申し上げました町長部局と教育委員会が連係をしてこの情報

の提供を受ける事務ができると定めているものです。

この条例の施行に関しましては、まだ今のところこの事務についてほかに検討し

ているところでございますが、今後また見直しをすることも必要になるかというこ
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とは感じているところでございます。この施行に関しましては、規則において具体

的に制定することとしているところでございます。

附則といたしまして、施行日を番号法により個人番号の行政事務への利用が開始

される２８年１月１日としているものでございます。

別表第１、別表第２、別表第３と定めておりますが、個人番号の利活用が想定さ

れる南関町の独自利用事務でございます。簡単に申し上げますと、南関町子ども医

療費助成に関する事務、南関町重度心身障害者医療費助成に関する事務、南関町ひ

とり親家庭等医療費助成に関する事務、南関町障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援する給付に関する事務、南関町児童手当事務に、これは事務処理規則に

関する事務としているところでございます。

以上をもちまして、南関町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条

例の制定について、提案理由と議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第８３号議案です。南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例の制定についての提案理由及び議案の説明をいたします。

この条例の改正にあたりましては、提案の理由といたしまして、延寿荘の民営化、

それから農業委員会等に関する法律の一部を改正する法律（平成２７年号外法律第

６３号）の施行によるものでございます。

南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例で、まず延寿荘が民

営化されることに伴いまして、別表第１、町嘱託医の項、報酬の額の欄中「延寿荘

医」、「月額」及び「２５万４,０００」を削ることとするものでございます。

次に、農業委員会の会長の報酬を年額として、１５万６,８００円を２０万円に

改正し、同じく委員の報酬を年額として１４万８,０００円を１７万円とするもの

でございます。これは農業委員会等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴

い、農業委員会の定数が現在の２０名を１１名と減数し、また農業委員会の業務の

重点を農地利用の最適化の推進であることを明確化し、農地利用の最適化の推進に

関する指針等を作成したりするなど、意思決定を行う責任が重いものであると判断

をしたものでございます。このことから報酬を増額した次第です。

また、農地利用最適化推進委員の新設に伴う委員の年額報酬を１０万円とするも

のでございます。農地利用最適化推進委員は担当地域において担い手への農地利用

の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消等を地域で現場活動を行います。農

業委員と農地利用最適化推進委員は連携して活動を進めていただくこととなってい

ることです。
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改正規定の施行日を２８年４月１日といたします。

以上をもちまして、南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

の制定についての提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、８４号議案、南関町職員の特殊勤務手当に関する条例及び南関町防

災行政無線の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提

案理由と議案の説明をいたします。

この２つの条例の改正にあたりましては、同一目的で改正するものでございます

ので、２つの一部改正条例を本則の中で条建てにしております。提案の理由といた

しましては、共通して延寿荘の民営化によるものとなります。

まず、第１条として、南関町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例で、第２条中特殊勤務手当の種類のうち、４号、深夜勤務手当、５号、介護手

当を削ることとしています。さらに延寿荘職員を対象としておりました深夜勤務手

当を規定しております第６条及び介護手当を規定しております第７条を削って、第

９条を第７条に繰り上げるものでございます。

次に、第２条として南関町防災行政無線の設置及び管理に関する条例の一部を改

正するもので、第２条の表、同報系無線の項設置場所等の欄中「及び南関町老人ホ

ーム延寿荘」を削るものでございます。

改正規定の施行日は、平成２８年４月１日とするものでございます。

以上をもちまして、南関町職員の特殊勤務手当に関する条例及び南関町防災行政

無線の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由

それから議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 説明の途中ですが、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午前１１時０１分

再開 午前１１時１１分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

説明の途中でしたので、これを続行してください。総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 第８５号議案、南関町農業委員会の委員の定数に関する条

例の制定について、提案理由及び提案の説明をいたします。

農業委員会がその主たる使命であります農地利用の最適化、中でも担い手への集

積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進をより果たせるように
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するため、農業委員会法が改正されたところでございます。このことを受けまして、

当町の農業委員の任期が平成２８年３月３１日で任期満了になることから、制度改

正に合わせて条例の改正・制定を行うものでございます。

農業委員の選出方法が公選制から町長の議会同意による任命制に変更になります。

従来の南関町農業委員会の選挙による委員の定数条例を全部改正をいたしまして、

南関町農業委員会の委員の定数に関する条例を新たに制定するものでございます。

改正農業委員会法によりますと、過半数以上を原則として認定農業者とすること

や農業者以外の者で中立な立場で公正な判断をすることができる者を１人以上入れ

ること、また、女性・青年も積極的に登用することなどが定められているところで

す。重ねて農地利用最適化推進委員も新設し、相互に連携して農地利用の最適化の

推進を図るため、南関町では定員を１１名としたものでございます。

この条例では、まず目的としまして、第１条に農業委員会等に関する法律の一部

を改正する法律に基づき、南関町農業委員会の委員の定数を定めることを目的とす

ると定めて、第２条には定数を見出しとして南関町農業委員会の委員の定数は１１

人とするものでございます。

附則といたしまして、改正農業委員会法の施行日であります平成２８年４月１日

から施行するとしております。

以上をもちまして、南関町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について

の提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第８６号議案、南関町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数

に関する条例の制定について、提案理由、議案の説明をいたします。

現場活動を積極的に行うため、主に合議体としての意思決定を行う農業委員とは

別に、原則として農地利用最適化推進委員を設置し、農業委員と密接に連係するも

のとするものです。また、この推進委員は自らの担当地区において担い手への集

積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消など自分の地域における現場活動を行う

ものとし、具体的には人・農地プランなどの地域の農業者の話し合いを推進したり、

農地の出し手・受け手へのアプローチを行い、農地利用の集積・集約化を推進した

りして農地中間管理機構とも密接に連携する必要もございます。農地利用最適化推

進委員は、農業委員会が定める区域ごとに推薦・公募を実施して、その結果で農業

委員会が委嘱することになります。従前の農業委員が２０人でしたので、今回の改

正を受けまして農業委員を１１人として、農地利用最適化推進委員も１１人として

農地の確保を推進していくことといたしました。

条例の説明でございます。第１条として、目的を農業委員会等に関する法律の一
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部を改正する法律に基づき、南関町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数を

定めることを目的とすると定めています。

次に、第２条として、この南関町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数を

１１人とすると規定しております。

附則としまして、この条例は先ほどの農業委員会の委員の定数に関する条例と同

じく、改正農業委員会法の施行日であります２８年４月１日から施行するとしてい

るものでございます。

以上をもちまして、南関町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する

条例の制定についての提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 税務住民課長。

○税務住民課長（菅原 力君） 第８７号議案、南関町税条例等の一部を改正する条例

の制定について、提案理由と内容について御説明いたします。

提案理由としましては、地方税法の改正と番号法の内容の見直しが行われたこと

による改正でございます。

今回の改正の主なものは、議案書１ページの第１条としまして、徴収猶予制度に

ついて、納税者の負担の軽減を図るとともに、早期かつ的確な納税の履行を確保す

る観点から、新たに納税者の申請に基づく換価の猶予制度を設けるとともに、徴収

の猶予及び換価の猶予について所要の見直しをすることとされたものでございます。

主な内容としましては、議案書１ページから３ページの第８条、第９条で徴収猶

予について、議案書３ページから４ページの第１０条、第１１条で換価の猶予につ

いて、議案書４ページの第１２条で担保を徴する必要がない場合を新たに追加して

改正したものでございます。この中で、第９条第１項第６号及び第２項第４号では、

猶予金額が１００万円を超え、かつ猶予期間が３月を超える場合は担保に供するも

のの内容の記載と書類の提出を謳っております。第９条第７項では、災害、その他

やむを得ない理由により申請書の補正を行う期間を２０日とするとしております。

また、第１１条第１項では、申請等による換価の猶予の申請期限を申請を行うため

に必要な準備期間等を踏まえ６月の申請期限を設けております。

続きまして、議案書５ページの第２条におきましては、６月議会におきまして先

決議案として御承認いただきました番号法改正に伴う所要の措置、番号法とともに

法人番号も適用されることに伴う言葉の整理ということで改正しました条例内容に

つきまして、その後、番号法の見直しが行われたことにより、前回の改正内容につ

いてさらに改正が必要となったために、今回の改正を行ったものでございます。改

正の内容につきましては、関係条項の文言の削除と説明書きの追加等でございます。
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なお、この条例の施行日は、第１条が平成２８年４月１日、第２条が公布の日から

施行するとなっております。

以上で、南関町税条例等の一部を改正する条例の制定についての説明を終わりま

す。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 延寿荘長。

○延寿荘長（福井隆一君） 第８８号議案、南関町老人福祉施設延寿荘設置条例等を廃

止する条例の制定につきまして、提案理由及び内容の御説明を申し上げます。

理由といたしまして、南関町老人福祉施設延寿荘の民営化に伴い、条例を廃止す

る必要があるためでございます。この民営化に伴っての関連する廃止条令が６つあ

りますので、それをまとめて南関町老人福祉施設延寿荘設置条例等を廃止する条例

として御提案するものです。

次ページをお願いします。まず、第１号として、南関町老人福祉施設延寿荘設置

条例（昭和３８年条例第２３号）、第２号として、南関町デイサービス設置及び管

理に関する条例（平成元年条例第１１号）、第３号として、南関町特別養護老人ホ

ーム延寿荘短期入所生活介護事業所の設置及び管理運営に関する条例（平成１２年

条例第２３号）、第４号として、南関町特別養護老人ホーム延寿荘（指定介護老人

福祉施設）及び短期入所生活介護事業所の利用料等に関する条例（平成１７年条例

第２３号）、第５号として、南関町延寿荘訪問介護事業所の設置及び運営に関する

条例（平成１９年条例第１６号）、最後に第６号として、南関町延寿荘介護予防訪

問介護事業所の設置及び運営に関する条例（平成１９年条例第１７号）でございま

す。

続きまして、附則としてこの条例は、平成２８年４月１日から施行するものでご

ざいます。

以上で、南関町老人福祉施設延寿荘設置条例等を廃止する条例についての御説明

を終わらせていただきます。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第８９号議案、南関町土木工事費補助条例の一部を改正す

る条例の制定について、御説明申し上げます。

提案理由は、農地の小災害復旧工事及び生活道路の補修工事を行うために条例の

改正が必要なためでございます。

次ページをお願いいたします。改正内容を読み上げます。南関町土木工事費補助

条例の一部を改正する条例。



－ 2 5 －

南関町土木工事費補助条例（平成２３年条例第１０号）の一部を次のように改正

する。

第１条中「農林道の新設及び改良工事等の」を削り、「土木工事」の次に「等」

を加える。

第２条第１号に、次のただし書を加える。ただし、農業振興地域の農用地区域内

の農地（以下「農地」という。）の小災害復旧工事については、この限りではない。

第２条第２号ア中「梁」を「りょう」に改め、同号ウ中「及び」を「、」に改め、

「工事」の次に「及び生活道路の補修工事」を加え、同号エ中「工事」の次に「及

び農地の小災害復旧工事」を加える。

第３条に次の１項を加える。２項農地の小災害復旧工事については、前項規定を

適用せず、工事費の２分の１以内とし、補助金額の上限を５万円までとする。

附則、この条例は平成２８年４月１日から施行する。

以上、この改正により、地域団体等の中に農地の所有者である個人を含め、その

農地については農業振興地域の農用地区域内の農地に限定し、補助金については５

万円を上限とする２分の１補助としております。また、地域整備に必要な排水路の

新設及び改良工事の次に生活道路の補修工事を追加しております。

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 第９０号議案、平成２７年度南関町一般会計補正予算（第

５号）について御説明をさせていただきます。

その前に申し訳ありませんが、資料の不備がございました。３ページをお開きく

ださい。３ページの歳出のところでございますが、３款民生費、１項の社会福祉費

の１項の１の数字が抜け落ちております。ここに１とお書き入れいただきたいと思

います。申し訳ございません。３ページの民生費の社会福祉費というところの前に

１という数字が入るべきでございました。すみません、予算書でございます。

それでは御説明をさせていただきます。予算書の１ページをお開きください。歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,６３４万６,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ５８億７,５９９万６,０００円とするものでござい

ます。繰越明許費は今年度内に支出が終わらないものと見込まれます道路新設改良

事業を繰り越すものでございます。また、地方債の補正といたしましては、道路橋

りょう整備事業及び災害復旧事業の変更に伴いまして、地方債の変更を行うもので

ございます。

次のページをお願いいたします。歳入でございます。１０款地方交付税、１項地
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方交付税、１億４,５８４万４,０００円を追加しまして１９億２,５８４万４,００

０円とするものでございます。

１２款分担金及び負担金、１項分担金２万２,０００円を追加して８２万円とし、

２項負担金７２万８,０００円を追加して９,４３３万３,０００円とするものでご

ざいます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金１,０２７万５,０００円を追加して、３億７,

２４９万８,０００円とし、２項国庫補助金９１４万５,０００円を追加し、３億８,

１３７万５,０００円とし、３項国庫委託金３７万５,０００円を追加し、４,２９

９万４,０００円とするものでございます。

１５款県支出金、１項県負担金２７０万８,０００円を追加し、２億１,９５５万

６,０００円とし、２項県補助金１,４６５万８,０００円を追加し、２億６,６５８

万８,０００円とし、３項県委託金３４１万２,０００円を減額し、２,５５６万６,

０００円とするものでございます。

１６款財産収入、１項財産運用収入５万９,０００円を追加して、２６１万９,０

００円とするものでございます。

１７款寄附金、１項寄附金２４０万円を追加して、４４０万１,０００円とする

ものでございます。

１８款繰入金、１項基金繰入金１億２,２２３万７,０００円を減額して、１億３,

７１５万１,０００円とするものでございます。

１９款繰越金、１項繰越金１,１２０万４,０００円を減額して、８,８７９万６,

０００円とするものでございます。

２０款諸収入、４項雑入１,８６８万５,０００円を追加して、１億１８６万８,

０００円とするものでございます。

２１款町債、１項町債８３０万円を追加して、７億６,１５６万２,０００円とす

るものでございます。

歳入合計が５７億９,９６５万のところを７,６３４万６,０００円を追加して、

５８億７,５９９万６,０００円とするものでございます。

歳出です。１款議会費、１項議会費７,０００円を追加して８,９５０万７,００

０円とするものでございます。

２款総務費、１項総務管理費４７６万３,０００円を追加し、５億９,５５２万４,

０００円とし、２項徴税費４７万５,０００円を追加し、１億７００万７,０００円

とし、３項戸籍住民基本台帳費１７５万５,０００円を追加し、２,９８２万５,０

００円とし、４項選挙費４７２万円を減額し、１,４４３万７,０００円とし、５項

統計調査費２万３,０００円を追加し、７９２万５,０００円とするものでございま
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す。

３款民生費、１項社会福祉費３,５０６万６,０００円を追加し、１２億７,３８

３万円とし、２項児童福祉費６８５万２,０００円を追加し、４億７,８０８万３,

０００円とするものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費１０１万５,０００円を追加し、２億４,４８５万２,

０００円とし、２項清掃費５０万７,０００円を追加し、２億１,７５９万５,００

０円とし、３項水道費１９万６,０００円を追加し、３３８万８,０００円とするも

のでございます。

５款農林水産業費、１項農業費１,０４８万円を追加し、２億９,１１１万４,０

００円とするものでございます。

６款商工費、１項商工費８２万７,０００円を追加し、１億４,４５２万９,００

０円とするものでございます。

７款土木費、１項土木管理費７８万２,０００円を追加し、７,８１８万４,００

０円とし、２項道路橋りょう費７６１万円を追加し、４億９,２７３万８,０００円

とし、４項住宅費５０万円を追加し、７,６２１万２,０００円とし、５項下水道費

７７万円を追加し、１億２,０２０万９,０００円とするものでございます。

８款消防費、１項消防費１９万７,０００円を追加し、２億２２０万円とするも

のでございます。

次のページをお願いいたします。９款教育費、３項中学校費５７７万１,０００

円を追加し、１億２５７万５,０００円とし、４項社会教育費１３２万５,０００円

を追加し、１億７９０万円とし、５項保健体育費２７万６,０００円を追加し、２

億９,２１６万６,０００円とするものでございます。

１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費３３万６,０００円を追加し、

２,２３２万円とし、２項公共土木施設災害復旧費２３９万１,０００円を追加し、

２,１３８万５,０００円とするものでございます。

１１款公債費、１項公債費８５万８,０００円を減額し、６億５,３９０万９,０

００円とするもので、歳出合計５７億９,９６５万円のところを７,６３４万６,０

００円を追加して、５８億７,５９９万６,０００円とするものでございます。

繰越明許費は、道路新設改良事業として２億２,２３８万２,０００円を繰り越す

ものでございます。

次のページ、地方債の補正でございます。道路橋りょう整備事業は、７４０万円

増額し、限度額を１億９,９３０万円とし、災害復旧事業には９０万円を増額して

１,１８０万円と限度額を変更するものでございます。

次に、９ページをお開きください。歳入の内容説明でございますが、主なものだ
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け説明をいたします。

１０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、１節地方交付税で１億４,

５８４万４,０００円を増額するものでございます。これは、交付額の確定による

ものでございます。

次のページをお開けください。１４款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費

国庫補助金、１節社会福祉費国庫補助金でございます。その下段のほうですが、地

域介護・福祉空間整備等施設整備交付金で８４８万８,０００円を計上しておりま

す。これは小規模福祉施設のスプリンクラー等の整備事業分でございまして、同額

補助金として歳出するものでございます。

次のページ、同じく１５款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金、１節

社会福祉費県補助金でございますが、これも下段のほうで施設開設準備経費助成特

別対策事業補助金として５４０万を計上しております。認知症高齢者グループホー

ムの同額補助金として歳出するものでございます。

次に、１５款県支出金、３項県委託金、１項総務費県委託金で５節選挙費県委託

金でございます。３４２万５,０００円を減額をしておりますが、熊本県議会議員

一般選挙が無投票のため減額をするものでございます。

次のページをお開けください。１８款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基

金繰入金でございますが、１億２,２２３万７,０００円を減額をしております。財

政調整基金から繰り入れを減額するものでございます。それから１９款繰越金、１

項繰越金、１目繰越金、１節繰越金でございます。平成２６年度の確定によりまし

て１,１２０万４,０００円の減額をして８,８７９万６,０００円を純繰越金とする

ものでございます。

歳入は以上で、次に、１４ページをお開けください。歳出で内容説明を行うもの

ですが、主なものだけを説明いたします。

２款総務費、１項総務管理費、７目企画費、１３節委託料、先ほど町長の挨拶の

中にもございましたが、２３１万２,０００円を計上しております。白秋生家の鑑

定等々の委託料でございます。

次の１５ページをお開けください。２款総務費、４項選挙費、７目熊本県議会議

員一般選挙費、先ほど歳入のところでも申し上げましたが、３７６万８,０００円

を減額をしております。無投票のためでございます。

次のページをお開けください。同じく８目です。農業委員会委員選挙費１６４万

８,０００円を減額をしております。改正農業委員会法による制度の変更による減

額でございます。

次に、１７ページ、３款民生費、１項社会福祉費、１２目介護保険費、１９節負
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担金、補助及び交付金でございますが、１,３８８万８,０００円を歳出の予定とし

ております。これは先ほど申し上げました国と県からの補助金を町の補助金として

同額歳出するものでございます。

次、２０ページをお開けください。７款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路

新設改良費、１３節委託料７４８万３,０００円を計上しておりますが、南関中学

校線の測量設計委託料でございます。

次、９款教育費、３項中学校費、１目学校管理費、１５節工事請負費４４０万６,

０００円を計上しております。この営繕工事は南関中学校のユニバーサルデザイン

対策工事でございます。

主なものだけを説明をさせていただきましたが、以上で説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第９１号議案、平成２７年度南関町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）につきまして御説明申し上げます。

１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９４１万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億９,５７７万

７,０００円とするものでございます。

２ページをお願いします。歳入でございます。１１款諸収入、３項雑入９４１万

９,０００円を追加し、１,０１４万円とし、歳入合計補正額９４１万９,０００円

を追加し、歳入合計１６億９,５７７万７,０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。２款保険給付費、２項高額療

養費７５０万円を追加し、１億３,６１３万円とし、４項葬祭諸費２０万円を追加

し、６０万円とするものでございます。７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金

２,３００万円を追加し、３億７,０９６万６,０００円とし、１１款諸支出金、１

項償還金及び還付加算金５万９,０００円を追加し、９０２万４,０００円とし、１

２款予備費、１項予備費２,１３４万円を減額し、３,３５７万１,０００円とし、

歳出合計補正額９４１万９,０００円を追加し、歳出合計１６億９,５７７万７,０

００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。１１款、３項、５

目雑入、１節雑入９４１万９,０００円を追加するものでございます。国保連合会

積立金返還金でございまして、各保険者の審査支払手数料原資に積み立てられてい

たもので実費精算の考えに基づく返還金でございます。

次に、７ページをお願いいたします。歳出の内容説明でございます。主なものに

ついて御説明を申し上げます。２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般被保険
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者高額療養費、１９節負担金、補助及び交付金７５０万円を追加するものでござい

ます。これは、一般被保険者高額療養費の見込み増によるものでございます。１つ

飛ばしまして、７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、３目保険財政共同安定

化事業拠出金、１９節負担金、補助及び交付金２,３００万円を追加するもので、

財政安定化のための拠出金の見込み増によるものです。

８ページをお願いいたします。１２款、１項、１目予備費、２,１３４万円を減

額するものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第９２号議案、平成２７年度南関町公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号）について御説明申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７７万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億６,６３２万２,０

００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。２款繰入金、１項一般会計繰

入金に７７万円を追加して、１億２,０２０万９,０００円とし、歳入合計を１億６,

６３２万２,０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費

を７７万円増額して７,０７０万２,０００円とし、歳出合計を１億６,６３２万２,

０００円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入についての説明でございます。２款繰入金、

１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金に７７万円を追加

するものでございます。歳出に伴うものでございます。

７ページは歳出でございます。１款総務費は１項総務管理費、２目浄化センター

管理費、１１節需用費に浄化センターの発電機の燃料費を２,０００円、浄化セン

ターの電気代として光熱水費を７６万８,０００円追加するものでございます。

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

○議長（酒見 喬君） 福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第９３号議案、平成２７年度南関町介護保険事業特別会計

補正予算（第２号)につきまして御説明申し上げます。

１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４８

７万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億５,６４
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２万３,０００円とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。２款使用料及び手数料、２項

使用料１万９,０００円を追加し、１７万２,０００円とするものでございます。３

款国庫支出金 、１項国庫負担金７４３万５,０００円を追加し、２億３,８１４万

６,０００円とし、２項国庫補助金４２２万５,０００円を追加し、１億４,３８４

万９,０００円とするものでございます。４款支払基金交付金、１項支払基金交付

金１,１６９万４,０００円を追加し、３億７,８００万４,０００円とし、５款県支

出金、１項県負担金６０８万２,０００円を追加し、１億９,２３９万９,０００円

とし、３項県補助金６万５,０００円を追加し、４５８万４,０００円とするもので

ございます。７款繰入金、１項一般会計繰入金５３５万７,０００円を追加し、１

億９,０３２万９,０００円とし、歳入合計補正額３,４８７万７,０００円を追加し、

１４億５,６４２万３,０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費

１６万３,０００円を追加し、３５３万７,０００円とするものでございます。２款

保険給付費、１項介護サービス等諸費３,２４２万４,０００円を追加し、１１億６,

０２３万２,０００円とし、２項介護予防サービス等諸費６７万２,０００円を追加

し、７,９７４万円とし、４項高額介護サービス等費６４９万２,０００円を追加し、

３,４１５万２,０００円とし、６項特定入所者介護サービス等費２００万４,００

０円を追加し、４,５９１万２,０００円とするものでございます。４款地域支援事

業費、１項介護予防事業費１９万６,０００円を追加し、２,５４４万円とし、２項

包括的支援事業費２２万１,０００円を追加し、７３３万６,０００円とし、８款予

備費、１項予備費７２９万５,０００円を減額し、６,６２８万４,０００円とし、

歳出合計補正額３,４８７万７,０００円を追加し、１４億５,６４２万３,０００円

とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。補正額の大きなも

の、主なものについて御説明を申し上げます。上から１つ飛ばしまして３款、１項、

１目の介護給付費負担金、１節現年度分に介護給付費国庫負担金７４３万５,００

０円を追加し、次の３款、２項、１目調整交付金、１節調整交付金４０２万４,０

００円を追加し、下の４款、１項、１目介護給付費交付金、１節の現年度分１,１

６４万５,０００円を追加するものでございます。

７ページをお願いいたします。一番下の７款繰入金、１項、１目介護給付費繰入

金、１節介護給付費繰入金５１９万９,０００円を追加するものでございます。

８ページをお願いいたします。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費、１３節委託料１４万２,０００円を追加するもので、制度改正に
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伴う電算システム改修委託料でございます。

次に、２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、

１９節負担金、補助及び交付金に居宅介護サービス給付費１,５１３万２,０００円

を追加し、３目施設介護サービス給付費、１９節負担金、補助及び交付金に１,５

６７万２,０００円を追加するものでございます。

９ページをお願いいたします。上の２款、４項、１目高額介護サービス費、１９

節負担金、補助及び交付金に高額介護サービス費６４９万２,０００円を追加し、

２款、６項、１目特定入所者介護サービス費、１９節負担金、補助及び交付金に特

定入所者介護サービス費１９９万２,０００円を追加するもので、それぞれが見込

み増によるものでございます。

１０ページをお願いいたします。８款予備費、１項、１目予備費７２９万５,０

００円を減額するものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 延寿荘長。

○延寿荘長（福井隆一君） 第９４号議案、平成２７年度南関町介護サービス事業特別

会計補正予算（第３号)につきまして御説明申し上げます。

１ページをお願いします。款項の調整によります歳出予算の補正をお願いするも

のでございます。

２ページをお願いします。歳出についての説明です。１款、１項施設管理費とし

て３５９万６,０００円を減額し、１億４,２４０万８,０００円とするものでござ

います。次に４款、１項予備費として３５９万６,０００円を追加し、８,５４６万

７,０００円とするものでございます。予算の総額については変わりません。

４ページをお願いします。１款、１項、１目一般管理費でございます。内訳とし

て７節賃金の３９５万２,０００円の減額、１３節委託料の３５万６,０００円の増

額、臨時職員の退職による人件費等の調整でございます。次に、４款、１項、１目

予備費として３５９万６,０００円を追加し、予算調整をするものでございます。

以上で御説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろ

しくお願いします。

○議長（酒見 喬君） 昼食の時間ですけど、予算書による説明だけ終わりたいと思い

ますので、そのまま続行してください。

福祉課長。

○福祉課長（北原宏春君） 第９５号議案、平成２７年度南関町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号)につきまして御説明申し上げます。
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１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１７万

４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,５７４万円

とするものでございます。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。３款繰入金、１項一般会計繰

入金２１７万４,０００円を減額し、５,４３１万１,０００円とし、歳入合計補正

額２１７万４０００円を減額し、歳入合計１億２５７４万円とするものでございま

す。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。２款後期高齢者医療広域連合

納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金２１７万４,０００円を減額し、１億

２,４９９万７,０００円とし、歳出合計補正額２１７万４,０００円を減額し、歳

出合計１億２,５７４万円とするものでございます。

６ページをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。３款繰入金、１項、

２目、１節保健基盤安定繰入金２１７万４,０００円を減額するもので、確定によ

るものでございます。

７ページをお願いいたします。歳出でございます。２款、１項、１目後期高齢者

医療広域連合納付金、１９節負担金、補助及び交付金の基盤安定負担金を確定によ

り２１７万４,０００円減額するものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 説明の途中ですけれども、１時まで昼食のため休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後０時０２分

再開 午後１時００分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きますが、お知らせをいたしておき

ます。

町長の挨拶の中にもありましたように、２月に入り南関高校生の議会を開催した

いと思いますけれども、その議会に伴ういろいろな面で勉強のために、今日南関高

校生が２０人ほど傍聴に来られます。それに伴う報道関係の方々が写真を撮らせて

くれということでございましたので、許可をいたしておりますのでその旨御理解く

ださい。

それでは、９６号議案からの説明を行ってください。総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 私から第９６号議案及び第９７号議案を続けて説明させて

いただきます。
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まず、第９６号議案でございます。財産（土地）の処分についての提案理由及び

議案の説明をいたします。

提案をいたします理由は、財産の処分については、議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得、または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を経る必

要があり、また第３条には予定価格７００万円以上である不動産であり、また土地

の場合は条件としてさらに５,０００平方メートル以上のものの不動産を売払う場

合は、議会の議決が必要であると定めているものでございます。

そこで、南関町老人福祉施設延寿荘、南関町特別養護老人ホーム延寿荘及び南関

町デイサービスセンター延寿荘訪問介護事業所、延寿荘介護予防訪問介護事業所、

特別養護老人ホーム延寿荘短期入所生活介護事業所などの敷地でございます南関町

大字上長田字立石５９２番１及び５９９番の雑種地２筆、並びに同じく上長田字立

石６１６番１及び６１８番３の宅地２筆、並びにそのうちの３筆に隣接する里道の

２本でございます。

処分する土地の対象といたしまして、その面積は里道２本の面積を除き、９,５

２７.１６平方メートルでございます。処分価格は２,６９０万４,６９９円です。

また処分の契約の相手方は和水町平野の社会福祉法人三加和福祉会理事長、尾浦武

重氏となっております。

この土地の処分につきましては、去る１２月１１日において議会の議決が得られ

たときに本契約とする旨を記載した財産売買の仮契約を締結しております。

以上で、財産（土地）の処分についての提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第９７号議案でございます。財産（建物）の譲渡についての提案理

由及び議案の説明をいたします。

建物の譲渡につきましては、無償で譲渡することとしておりますので、地方自治

法第９６条第１項第６号の規定によって、議会の議決を経る必要がありますので提

案させていただきます。

譲渡する建物は、南関町老人福祉施設延寿荘、南関町特別養護老人ホーム延寿荘

及び在宅介護支援センター等の建物でございますが、非木造の建物で浴室を建て増

ししたり、また納骨堂を別途建設しております。５棟の合計床面積は２,７１８.５

８平方メートルでございます。この建物につきましては無償で譲渡することとして

おりますので、処分費はゼロ円としています。また、処分の契約の相手方は和水町

平野の社会福祉法人三加和福祉会理事長、尾浦武重氏でございます。

この建物の譲渡につきましても、去る１２月１１日において議会の議決が得られ

たときに本契約とする旨を記載した財産譲渡の仮契約を締結しているものでござい
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ます。

以上で、財産（建物）の譲渡についての提案理由及び議案の説明を終わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 経済課長。

○経済課長（西田裕幸君） 第９８号議案指定管理者の指定について、提案理由及び

議案の説明をいたします。

ふるさとセンターの指定管理者につきましては、現在、株式会社西日本都市管理

にお願いしておりますけれども、平成２８年３月３１日をもって指定期間が満了と

なることから、平成２８年度からの指定管理者を選定することになりこれまで進め

てまいりました。その結果、南関町ふるさとセンター設置及び管理等に関する条例

第５条第１項の規定に基づく指定管理者を次のように指定するものでございます。

１、指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称、南関町ふるさとセン

ター。

２、指定管理者となる団体の名称及び所在地、団体の名称、株式会社グッドスタ

ッフ。団体の所在地、熊本県菊池郡大津町大字室６８６番地１。

３、指定の期間、平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まで。

提案理由といたしまして、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会

の議決を必要とするためでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（酒見 喬君） 総務課長。

○総務課長（永松泰子君） 第９９号議案及び第１００号議案を続けて説明をいた

します。

まず、第９９号議案、字の区域の変更について、提案理由及び議案の説明をいた

します。

本件は、平成２３年度から実施しております県営土地改良事業で、南関西地区中

山間地域総合整備事業のうち、今工区の改良事業の実施に伴い、字界の変更をする

ものでございます。県知事から字の区域の変更申請書の提出が１１月１６日付でご

ざいました。区域内の字の区域を変更するには、地方自治法第２６０条第１項の規

定により議会の議決を経る必要がありますので提案させていただいております。

今回、提案させていただく地域は、南関西地区中山間地域総合整備事業の今地区

１８.０ヘクタールでございます。今地区と細永地区にまたがる地域で区画の整理

を総合的に実施し、現在、委託先である熊本県土地改良事業団体連合会が換地処分

に向けた調整を行っているところでございます。内容につきましては、議案書の中
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でございますが、今地区の変更前、岩ヶ下、山ノ神、高田、深町、梶屋坂、後田、

中島、増永、西ケ浦、豊後浦の区域及び細永の変更前、婦智切、石原、国瀬町の区

域を変更いたしまして、今地区の変更後は深町、岩ケ下、高田、後田、西ケ浦、中

島、梶屋坂、山ノ神の区域とし、細永の変更後は婦智切、国瀬町の区域とするもの

でございます。

以上で、今工区の字の区域の変更についての提案理由及び議案の説明を終わりま

す。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、第１００号議案、字の区域の変更についてでございます。本件は、

平成２４年度から実施いたしました県営土地改良事業で南関東地区中山間地域総合

整備事業のうち、梅葉諏訪工区の改良事業の実施に伴い、字界の変更をするもので

ございます。県知事から字の区域の変更申請書の提出が１１月１６日付でありまし

て、区域内の字の区域を変更するには地方自治法第２６０条第１項の規定により、

議会の議決を経る必要がありますので提案をさせていただきます。

今回、提案させていただきます地域は、南関東地区中山間地域総合整備事業の梅

葉諏訪地区で、３.４ヘクタールで下坂下地区と豊永地区にまたがる地域で区画整

理を総合的に実施し、現在委託先であります熊本県土地改良事業団体連合会が換地

処分に向けた調整を行っているところでございます。

内容につきましては議案書を御覧ください。変更前の大字が下坂下では梅葉諏訪、

鎧田の区域及び豊永の変更前の区域としまして、大鶴、松ノ木平の区域を変更いた

しまして、変更後は下坂下が鎧田、梅葉諏訪区域とし、豊永地区の変更後は松ノ木

平の区域とするものでございます。

以上で、梅葉諏訪工区の字の区域の変更についての提案理由及び議案の説明を終

わります。

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） 建設課長。

○建設課長（古澤 平君） 第１０１号議案から第１０４号議案につきましては、南

関中学校の通学路整備にかかわる町道の路線の廃止及び認定のため、一括して御説

明申し上げます。

はじめに概要を説明いたします。今回の南関中学校の通学路の整備につきまして

は、現在の町道南関中学校線である県道玉名・八女線から中学校の正門までの路線

を正門から町道小原・四ツ山線を高速道路側に一部重複し、四ツ山の農道を通り、

町道小原～寺の尾線と合流し、高速のボックスをくぐり、県道玉名・八女線を横断

し、交流センター入り口の町道茶屋・相谷線まで延ばすものでございます。
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まず、町道小原～寺の尾線につきましては、新たに認定する町道南関中学校線と

重複する部分を廃止するために一旦全体を廃止し、重複部分を省いたところで新た

に認定をするものでございます。

次に、町道南関中学校線につきましては、一旦全体を廃止し、町道小原・四ツ山

線の重複する部分と四ツ山の農道部分、町道小原・寺尾線の廃止する部分を含めて

新たに認定するものでございます。

それでは議案書で説明をさせていただきます。まず、路線の廃止につきまして御

説明申し上げます。議案番号第１０１号をお願いいたします。

第１０１号議案、町道の路線廃止について。

提案理由は路線を廃止しようとする場合は、道路法第１０条第３項の規定により

議会の議決を経る必要があるためでございます。

参考資料をお願いいたします。提案いたします廃止路線は、路線番号２２２、路

線名、小原～寺の尾線で、小原字潜迫２１０９番地先から細永字寺尾１２３６番地

先までの延長１,１３８メーターの路線でございます。

次に、議案番号第１０２号をお願いいたします。ここで議案書の文字の訂正をお

願いいたします。議案書中枠内の起点・終点欄の南関町大字小原大字今宿となって

おりますところを南関町大字小原字今宿に、それから南関町大字小原大字潜迫を南

関町大字小原字潜迫に訂正をお願いいたします。

第１０２号議案、町道の路線廃止について。

提案いたします廃止路線は路線番号３１０号、路線名、南関中学校線で、小原字

今宿２２４５番１地先から小原字潜迫２１７１番２地先までの延長１５２メートル

の路線でございます。

次に、路線の認定について御説明申し上げます。議案番号第１０３号をお願いい

たします。第１０３号議案、町道の認定について。

提案理由は、路線を認定しようとする場合は、道路法第８条第２項の規定により、

議会の議決を経る必要があるためでございます。

提案いたします路線は、路線番号２２２、路線名、小原～寺の尾線で、小原字潜

迫２１１５番１地先から細永字寺尾１２３６番地先までの延長１,０２４メートル

の路線でございます。

続きまして、路線番号第１０４号をお願いいたします。第１０４号議案、町道の

認定について。

提案いたします路線は、路線番号３１５、路線名、南関中学校線で小原字今宿２

２４５番１地先から小原字四ツ山２１０８番３地先までの延長５９７メートルの路

線でございます。
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以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） それでは私のほうから第１０５号議案から１０９号議案まで

続けて説明をさせていただきます。

まず、第１０５号議案、南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて提案理由及び内容を説明させていただきます。

南関町教育委員会委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定によって議会の同意を求めるものでございます。

また、委員の任期は４年でございます。

住所、南関町大字関下１３９３番地５、氏名、伊藤洋治、生年月日、昭和２７年

５月２８日生まれ、満６３歳でございます。このたび、現教育委員会委員の野田泰

臣氏の任期が平成２７年１２月２４日までとなっておりますので、新たに伊藤洋治

氏を南関町教育委員会委員に任命したいので提案するものでございます。

伊藤氏は、昭和５０年３月に早稲田大学社会科学部を卒業され、昭和５０年１２

年から株式会社寿屋に勤務され、５１年１０月からは南関町役場に勤務され、総務

課・税務課で勤務されましたが、昭和５４年２月をもって退職されています。５４

年４月からは福岡市立内野小学校、大牟田市立三池小学校などで勤務され、平成８

年４月には大牟田市立高取小学校の教頭に就任されております。平成１７年４月に

は柳川市立中島小学校の校長に就任され、平成２４年３月に大牟田市立蔵永小学校

校長を最後に退職され、３３年間教職に就かれております。教師退職後は地域にお

ける奉仕活動をはじめ、平成２１年度からは教育委員会事業評価委員を務めていた

だき、また南関中学校の学校評議員や図書館協議会の委員を引き受けていただいて

おります。また、南関宿場町伝楽人として御茶屋跡の管理運営にも熱心に取り組ん

でおられます。経歴のとおり、その人柄も温厚誠実、人格も高潔で教育・学術及び

文化に関する識見も優れた方でありますので、長年の教師生活から培われた教養と

経験から、昨今の教育行政の諸問題について教育委員会委員として真摯に対応して

いただけるものと信じております。

以上のとおり、当町教育委員会委員として適任であると思われますので御提案申

し上げる次第であります。何とぞ御承認賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、第１０６号議案、南関町固定資産評価員の選任につき同意を求める

ことについてでございます。提案理由及び内容説明をさせていただきます。

地方税法第４０４条第２項の規定により、南関町固定資産評価委員に次の者を選

任したいので、議会の同意を求めるものであります。
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住所、南関町大字関町３３番地、氏名、井上康幸、生年月日、昭和２５年１２月

１６日生まれ、満６４歳でございます。

提案理由の御説明を申し上げます。現在の固定資産評価員から辞職願の提出があ

りましたことから、新たに南関町固定資産評価員を選任したいので同意をお願いす

るものでございます。

井上康幸氏の学歴・職歴、お人柄につきまして御説明申し上げます。井上氏は昭

和４４年３月に熊本県立南関高等学校を卒業され、同年４月に南関町役場に入庁さ

れました。収入役室をはじめとして、総務課勤務時代には財政係長を４年間務めら

れ、その後収入役室長、教育課長、税務課長を歴任され、３９年間南関町役場職員

として勤められ、平成２０年１２月をもって教育課長の職を最後に退職されており

ます。退職後は海釣りなどの趣味を生かされ、地域社会において文化、体育活動に

も積極的に活動されておられます。そのお人柄につきましては、温厚で穏やかな中

にも筋を通す強さをお持ちの方でございます。また、職員時代は財務財政に関する

仕事が多く、理論的に物事を判断する能力にたけ、特に行財政運営に優れた識見を

有する方であり、税務課長時代は町の税務行政に携わっておられることから経験も

豊富であり、町の固定資産の家屋及び土地の評価を適正に行っていただくには最も

適任であると思われますので、ここに推薦申し上げる次第でございます。

何とぞよろしく御同意賜りますようお願い申し上げ、提案の御説明とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。

続きまして、第１０７号議案、南関町固定資産評価審査委員会委員の選任につき

同意を求めることについて、提案理由及び内容を説明させていただきます。

南関町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２

３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであります。

住所、南関町大字上坂下１４７番地、氏名、西島文郎、生年月日、昭和２３年１

０月３日生まれ、満６７歳でございます。

提案理由の御説明を申し上げます。現在の固定資産評価審査委員会委員の任期が

平成２８年１月３日をもって満了になりますので、南関町固定資産評価審査委員会

委員として再度選任したいので同意をお願いするものであります。

西島文郎氏は昭和４６年日本大学農獣医学部を卒業され、同年６月から株式会社

寿屋に勤務され、株式会社ニコニコ堂、また平成１１年から佐川急便株式会社に勤

務され、平成１７年に退職されております。退職後は区長や町青少年補導員、また

第四小学校の学校評議員など地域活動を通して、地域の活性化に積極的に貢献して

いただいております。また、平成２１年からは現在にわたり、国民健康保険・介護

保険運営委員会委員なども就任していただいております。人格・見識とも立派な方
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であり、本固定資産評価審査委員会委員として平成２４年１月から１期就任してい

ただいておりますので、本審査委員会委員としても経験があり、適任の方と思われ

ますので御提案申し上げる次第でございます。よろしく御同意を賜りますようお願

い申し上げます。

続きまして、第１０８号議案、南関町固定資産評価審査委員会委員の選任につき

同意を求めることについて、提案理由及び内容を説明させていただきます。

南関町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２

３条第３項の規定により議会の同意を求めるものであります。

住所、南関町大字関町５０番地９、氏名、伊藤豊、生年月日、昭和２４年２月２

０日生まれ、満６６歳でございます。

提案理由の御説明を申し上げます。現在の固定資産評価審査委員会委員の任期が

平成２８年１月３日をもって満了になりますので、南関町固定資産評価審査委員会

委員として再度選任したいので、同意をお願いするものであります。

伊藤氏は、昭和４４年久留米工業学園短期大学を卒業され、昭和４６年から南関

町役場に勤務され、平成１７年１２月に退職されるまで３６年間勤められ、農業委

員会事務局長、町民課長、税務課長、給食センター所長を歴任されました。役場在

職中は税務課での経験が豊富であり、本審査委員会委員としても適任の方と思われ

ます。退職後は区長を務められるなど地域活動に努められています。人格識見とも

に立派な方であり、本固定資産評価委員会委員として平成２４年１月から１期就任

していただいておりますので、本審査委員会委員としても経験があり、適任の方と

思われますので御提案申し上げる次第でございます。

よろしく御同意を賜りますようお願い申し上げます。

最後になります。第１０９号議案、南関町固定資産評価審査委員会委員の選任に

つき同意を求めることについて、提案理由及び内容を説明させていただきます。

南関町固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任したいので、地方税法第４２

３条第３項の規定により議会の同意を求めるものであります。

住所、南関町大字豊永６６７７番地、氏名、大原マツ子、生年月日、昭和２７年

７月２６日生まれ、満６３歳でございます。

提案理由の御説明を申し上げます。現在の固定資産評価審査委員会委員の任期が

平成２８年１月３日をもって満了になりますので、南関町固定資産評価審査委員会

委員として新たに選任したいので同意をお願いするものであります。

大原マツ子氏は、昭和４６年３月に熊本県立南関高等学校を卒業され、昭和５１

年から福山司法書士事務所に勤務され、２９歳のときに行政書士の資格を取得され、

平成１７年に事務所を廃業されるまで勤められております。またその後は、自宅で
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行政書士事務所を開設されましたが、３年後には家庭の事情によって事務所を閉鎖

し、行政書士の資格を返納されています。現在は本年度から国民健康保険・介護保

険運営協議会委員に就任していただき、南関町の行政運営にも助言をいただいてお

ります。また、地域婦人会活動等を通して地域活動にも積極的に取り組んでおられ

ます。温厚篤実な方で、人格識見ともに優れ、行政書士時代においては税の関連事

務にも携わられていることから適任の方と思われますので御提案申し上げる次第で

ございます。よろしく御同意を賜りますようお願い申し上げます。

以上でございます。

○議長（酒見 喬君） 以上で、提案理由の説明は終わりましたが、南関高校生の傍

聴が２時からということでございます。３０分ほどございますが、今、提案があり

ました１０５号から１０９号までの審議を議員控え室でしたいと思いますので、議

員控え室のほうに御集合ください。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後１時３３分

再開 午後２時０３分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

先ほど町長からの提案のとおり、１０５号から１０９号までの議案を審議も終了

しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

日程第３７ 一般質問

○議長（酒見 喬君） 一般質問の通告があっておりますので、順次発言を許します。

２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 皆さま、こんにちは。２番議員の杉村です。今回、一般質

問のトップバッターとして質問を行います。まず、私から３項目の質問をいたしま

す。

まず最初に、幼児からの英語教育を進める考えはないかをお尋ねします。

英語は幼児からの教育が必要と常々私は思っており、町は教育に関しては、小中

学校の電子黒板が行き渡ったばかりであります。まだまだ満足のいく環境とは言え

ず、先進的なＩＣＴ教育向上が望まれるところであり、早急の課題として考えてお

ります。

南関町は「教育環境日本一を」と前回の一般質問で私から聞いたところでありま

すが、町長は教育環境に関してハード面は整っていると答弁されました。これから

はソフト面の充実が必要で、ハード面、ソフト面、両面が整って初めて南関町が教
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育環境日本一といえるのではないでしょうか。ついては、幼児からの英語教育が重

要で、幼いときから身に付けることが英語を覚えるのに適していると考えるが、町

長並びに教育長のどういうふうに考えているか、また推進していくかを尋ねる。

また、この質問に関して教育長は毎回答弁がちょっと長いようですので、簡潔、

明瞭にお願いしたいと思っております。

次に、南関町は他の市町村と姉妹提携等はしていないが、今後において姉妹提携

の考えはないかをお尋ねします。また、併せて防災総合協力等の締結と総合文化交

流等を行う考えはないか。

私からの案として聞いてもらいたいと思います。宮城県柴田郡村田町は面積が

７８.３８平方キロメートル、総人口、平成２７年の９月１日現在で１万１,３６６

人。また、工業は町内の各地で４２社が創業されております。名産品として地酒、

陶器などがあり、村田町は提携姉妹都市として国内では山口県の岩国市、また海外

では有効都市を１９８９年にイギリス・ウェールズ、フリントシャー県と友好都市

の姉妹提携をされております。

また、教育施設は小学校２校、中学校２校、高等学校１校、また町内を東北新幹

線が通過しており、南関町と同様であります。バスは宮城交通の子会社ミヤコーバ

スが運行しており、高速道路も村田インターチェンジ、村田ジャンクション、これ

は山形自動車道の分岐点に当たり、ジャンクションが設けられております。また、

国道４号線が通っております。

また、村田町の出身者としては、歌人の岩間正男、重量挙げ選手、東京オリンピ

ック等で活躍された三宅義信・義行兄弟が知られているところであります。また、

陸前の小京都としての環境がすばらしいところであります。

このように南関町と非常に面積・人口・環境等が似ており、友好姉妹都市締結す

るには抜群の相手の町ではないかと思っておりますので、検討されてはいかがか。

ちなみに、村田町の町長さんも佐藤英雄さんといわれまして、佐藤つながりで何

かの縁でないかと思っております。

続いて、３番目、副町長の所信について、また副町長となるに至る経緯について

詳しく説明を求めます。

まず、副町長としての話が当初、佐藤町長から打診されて引き受けられたものか、

雪野副町長から佐藤町長にお願いされたものか。また、雪野副町長は職員時代から

頻繁に海外に渡航されていたが、海外で事業を営んでいたのか、現在も営んでおら

れるのか。事業内容は何か、また雇用として雇っておられるのか。また、営んでい

た場合、副町長は税務の経験があるのでわかるかと思いますが、収入のあるなしに

関係なく申告はきちんとされていたのか。また、副町長からイニシャルでわかると
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思いますので、ＴＨさんとは何度渡航され、何の目的で行かれていたのか。金銭問

題はなかったのか、その他にトラブルはなかったのか。

続いて、副町長は職員時代は先ほど申しましたとおり、税務の職務に就かれてい

た経験があるが、当時徴収事務もされていました。滞納額は減ったのか、その当時、

増えたのか。

私がなぜ、このような質問をするのかは、南関町を担う町長の次の人物として副

町長にふさわしいか、疑問を払拭するため、また町民の方々がこの副町長なら町を

任せても大丈夫と納得されるような説明を求めるものである。今回の質問で疑問が

払拭されない場合は、何度でも質問内容を変えて今後も行う覚悟であるので承知し

ていただきたい。この場は議会中であり、虚偽のない、誠意ある答弁をお願いする。

この後は自席にて行います。

○議長（酒見 喬君） ２番議員の一般質問に対する答弁を求めますが、傍聴者の

方々に申し上げておきます。携帯電話やスマホ等につきましては、マナーモードか

電源を切るなりしていただきたいと思っておりますので、その辺のところよろしく

お願いいたします。

それでは２番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） それでは南関高校生の皆さま、改めましてこんにちは。今回は

ですね、南関町の議会傍聴に来ていただきましてありがとうございました。選挙権

が１８歳に引き下げられるということで皆さま方にも、もう次の夏の参議院選挙か

ら該当するんじゃないかと思います。そういったことも含めまして、今回の傍聴を

有効に活用していただいて、これからの自分たちの生活につなげていただきたいと

思います。

それでは、２番、杉村議員の幼児からの英語教育についての御質問にお答えいた

します。

近年のグローバル化に対応した教育環境づくりを進めるため、国は小学校におけ

る英語教育の拡充強化を推し進めている状況にあります。

現在、南関町でも各小学校に英語教育支援員を１名ずつ配置し、５年生から外国

語活動を取り入れ学習を進めているところであります。また、ＡＬＴ、外国語指導

助手が月１回ずつ各小学校に出向き、担任とともに４年生以下の児童にも英語を取

り入れた時間を実施しております。

国の動向として２０２０年度からは、小学校５、６年生の外国語活動が教科化さ

れ、加えて外国語活動が３年生から導入される予定にもなっております。このよう

な状況を考えますと、子どもに英語教育を受けさせる必要性は年々高まってきてい

ると感じております。
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議員御指摘の幼児での英語教育に関しましても、小学校の教育でいきなり未知の

言葉に触れるのと、幼い頃から英語に親しみを持っているのとでは、子どもの戸惑

いも全く違うと思いますので、何らかの形で英語と触れること、つまり英語の音楽

や絵本などを通じて楽しむ機会を設けることや、ＡＬＴ以外の講師を導入しての英

語教育などの方法を今後、探っていきたいと考えております。

次に、町姉妹締結についての御質問にお答えいたします。

議員がおっしゃるとおり、まだ南関町はいずれの都市とも姉妹都市締結はしてお

りません。今後において姉妹都市の締結の意思はないかとのお尋ねですが、今後の

南関町の自然環境、地理的環境が類似しているのみならず、新規の産業の連携を含

む文化交流、親善を目的とした地域間締結の１つとして位置付けられるものである

とするならば、ぜひ締結したいと考えております。

まず、総合文化交流としては、北原白秋にちなんだ自治体との姉妹締結は考えら

れるのではないかと思います。自治体としては、神奈川県の三浦市、同じく小田原

市、福岡県の柳川市、熊本県の天草市であります。町としても、今後白秋生家保存

整備をきっかけに、関係自治体に情報発信を行うとともに連携を密にしていきたい

と思っております。また、放置竹林の課題解決と地域資源、竹を有効に活用した新

しい産業の創出に向け、竹資源有効活用プロジェクトに取り組んでおられる、例え

ば京都府宮津市など、連携することでとても興味深いものになるんではないかなと

思っております。ちなみに、この宮津市は、今朝のテレビでも天橋立が大きく放映

されておりました。

まだ検討段階でありますが、子どもたちや町民、民間交流団体の友好な交流も含

めて、わくわくするような姉妹締結ができればいいなと考えているところでありま

す。

次に、防災相互協力においては、県内の各市町村と災害時における相互応援協力

に関する協定を県町村会、県市長会を通して締結しております。その中には必要な

資機材や車両の提供、職員の派遣などを友愛精神に基づき相互に応援することとし

ております。また、有明定住自立圏の圏域で去る１０月２７日に、有明定住自立圏

協定の締結を行いましたが、その際、災害応援協定も併せて締結式があり、自立圏

協定が中心市である大牟田市対各市町であったのに対して、この災害応援協定は、

この圏域の大牟田市、柳川市、みやま市、そして荒尾市、長洲町、南関町が福岡県、

熊本県の県をまたいでそれぞれの市や町とで調印を行ったところであります。市町

村に被害が及んだときにいち早く駆けつけ、応援する体制を取ることを定めたもの

で、応援が迅速かつ円滑に実施されるよう相互に協力することを確認しているとこ

ろであります。
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現在、特定の市町村と特別には防災協定は締結しておりませんが、地元での協力

を仰ぎながら、そして我が町も地元の市町を支えていくこととしているところでご

ざいます。

以上お答えしまして、副町長の所信等については副町長が答弁し、この後の質問

につきましては自席より答弁させていただきます。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ２番議員、杉村議員からの質問に対してお答え申し上げます。

質問要旨につきましては、副町長の所信ということでございます。

このたび、佐藤町長の推薦を受け、去る９月議会におきまして御同意をいただき、

副町長に就任いたしました。本当に身に余る光栄でございます。また、責任の重さ

に身の引き締まる思いであります。もとより微力ではありますが、佐藤町長が進め

る重点施策を中心に、生み育てやすい環境の整備、住む場所と働く場所の確保、高

齢者や障害のある方も安心して暮らせる環境の整備、この３本の柱を様々な政策の

実現に向けて誠心誠意努力していくつもりでおります。

南関町が抱えている課題というのは、非常に多様多難で、深さ重さは私が３４年

前に奉職したときとは比較にならないほど難しい時代になっております。待ったな

しにやらねばならない課題もたくさんございます。その中で南関町が推進している

定住対策や少子高齢化対策を核にしたまちづくり推進プロジェクトが展開され、５

年を経過しております。その経過も至るところに現れつつあります。

さらに、このたび南関町は、まち・ひと・しごと創生総合戦略に取り組み、住民

の皆さまや議員各位、町職員からアイデアや意見を聞き、新しいまちづくりが始動

し始めました。また、基幹産業である農業において専業農家の高齢化、後継者の減

少、遊休農地の発生など、取り巻く環境は厳しいものがございます。これにつきま

しては、経済課・農業委員会とともに集落営農組織の構築や法人化等に取り組み、

農業所得の向上と後継者の育成確保に努めていきたいと思います。

また、近年の気象はめまぐるしく、自然災害は規模が大きく、各地で発生してい

ます。災害に対する備えの必要性を再確認し、自主防衛組織の自主的な活動を支援

していきたいと思います。さらに住民の皆さまや町を取り巻く行政状況は多種多様

な項目にわたっています。町の行財政改革を通して事業の優先順位を見極めながら、

健康で健全な財政運営ができるよう努めてまいりたいと思います。

町民の皆さまが将来にわたって安心・安全で暮らせるまちづくりを職員全員とと

もに、また職員として培った経験を生かして町長の補佐役として真剣に努めてまい

りたいと思います。

現在、これまで以上に議員の皆さまの御指導をいただきながら職務を全うしてい
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きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

それから副町長となるに至る経緯について詳しく問うということで、先ほど杉村

議員から御指摘ありました。ただいま所信で申しましたように、町が推進している

住んでよかった南関町、南関町まち・ひと・しごと創生総合戦略に私がまちづくり

に微力ながらでもお手伝いができるならと思い、そのことを佐藤町長が受け止めら

れ推薦をいただき、前回の議会で御承認されましたのでこの壇上にいるわけでござ

います。どうぞよろしくお願いします。

詳細について、先ほど杉村議員のおっしゃいました海外の渡航、雇用、税務申告、

徴収等につきまして、簡潔にこの場で述べさせていただきます。

私は事情がありまして外国の方と。

○議長（酒見 喬君） 答弁者に申し上げますが、個人的なプライバシーの件につきま

しては極力控えていただきますようお願いいたします。

○副町長（雪野栄二君） はい、わかりました。詳細につきましては、自席のほうでお

答えしますのでよろしくお願いします。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 教育長。

○教育長（大里耕守君） ２番、杉村議員の幼児からの英語教育について私への質問が

出されましたのでお答えをさせていただきます。

現在、町内には幼児教育機関として３機関がございます。こどもの丘保育園、そ

れから認定こども園・ひまわり幼稚園、さらには文化幼児園という３施設がありま

す。その３施設での現状をお尋ねしましたところ、以前ひまわり幼稚園においては、

１０年ほど前、英語教育に堪能な方においでいただいて子どもたちと英語に親しむ

という場を設けておりましたけれども、その後講師の都合で今日まで取り組みがで

きていないのが現状です。しかし、園としてはやはり英語っていうのは幼いうちに

接することによって、英語に親しむことによって、国際的な感覚も身に付くという

ことでぜひやりたいんですが、という相談までいただいたところであります。

さて、学校教育については先ほど町長答弁のとおりでありまして、町内の小学校

に英語に堪能な塾の先生だとかですね、あるいは国際理解教育を携わった方々に町

外からも応援に来ていただいております。そういうことで今も進めているんですが、

肝心な南関中学校の英語の力っていうのは、残念ながら県平均に至らないのが実態

でありまして、やはり英語教育には力を入れる必要があります、それも幼いうちか

らということですけど。

１つ興味深い資料を課長が先だってネットから仕入れました。日本語と英語の違

い、これがですね、生い立ちの中で周波数によって、周波数、トーンですね。この
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トーンの中で自然と身に付けられる周波数があると。日本語は非常に低い周波数で

すが、英語領域は非常に高い周波数。したがって、もう空気のように早ければ早い

時期にその英語を耳で仕入れれば非常に有効になるという、そういう調査結果があ

るということをお聞きしまして、なるほどこれは幼児からの英語教育の必要性って

いうのをこれから啓発していきたいというふうに考えたところであります。

以上お答えしまして、あとは自席より答えさせていただきます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 答弁ありがとうございました。

私のほうから３項目質問したわけなんですけど、まず最初英語教育ということで、

幼児からの英語教育ということでお尋ねしましたが、町長のほうから前向きな回答

をいただきましてありがたく思っております。また、教育長のほうから短く、簡単

にありがとうございました。いつも長い答弁ですので、非常にうれしい次第であり

ます。

まずですね、英語というのはやっぱり先ほど教育長が言われたように、小さいと

きから身に付けてすれば非常に覚えも早いわけなんですね。今の南関町の教育では

どうしても最後まで勉強してもなかなか覚えられない。社会に出てもなかなか使わ

ない、そういった状況でありますけど、英語というのはやっぱりどうしても小さい

ときに覚えていったがですね、大人になっても小さいとき覚えたのは何でも覚えて

ますよね。そういった状況をつくっていけばいいんじゃないかということで私は今

回、質問しました。また、前回ですね、日本一の教育環境をつくろうじゃないかと

いうことで質問いたしましたけど、その中でもハード面は耐震化が進んで、もうほ

とんど南関町は耐震ができておるということです。あとはもう今度ソフト面のこう

いった英語教育とか、いろんな面でＩＣＴ、今から電子黒板もですね、やっと行き

渡って、全教室に付きまして、今後はタブレットを利用した教育環境をつくってい

かなければならないと私は考えているところです。

あと中学校にエアコンですが、そちらのほうも現在、３基ついておりまして、進

んでいるわけなんですけど、そちらが一段落すれば、今回はもうやっぱりソフト面

で環境を整えて、この南関町が教育に充実した環境で、県内・県外に誇れる、また

視察等にも来てもらえる、行くんじゃなくて来てもらえる、そういった環境をつく

ってですね、また外観等も必要なんですけど、非常に南関町も地理的にすばらしい

位置にありますので、そういった自然環境は整っている。あとは学力向上を目指し

て、南関町では教育が熱心だなと町外からの視察に来られる状況、そういったのも

必要じゃないかと思っております。ぜひですね、この幼児から教育を行って、「わ

あ、南関町の子どもさんたちは英語はすばらしいな」と言われるような、そういっ
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た環境もつくっていってもらいたいと思っております。

続きまして、私のほうから友好都市関係で質問いたしましたけど、防災相互協力、

これは有明圏域定住促進ですかね、そちらのほうで県外大牟田市、みやま市、長洲

町、荒尾市と締結されてるわけなんですけど、やっぱりどうしても近いよりもちょ

っと離れたですね、防災面ではお互い東北の震災がありましたけど、そちらのほう

で九州から応援に行った、遠く離れたところで震災があったそういった場合は、近

くよりも九州での締結よりも遠く離れたところから応援に来てもらう、またこちら

から応援に行く、そういった防災協力を締結したらいいんじゃないかと思っており

ます。

先ほど町長のほうから三浦市、小田原市、柳川市、そういった案が出されており

ましたけど、私が言ったのが宮城県の村田町ですね。そういったところがちょうど

町の人口的にも面積的にも南関町に、非常に交通機関も似て、高速も通過しており

ます。あと新幹線もあります。非常に南関町と似通ったところでありまして、私か

らの提案としてちょっと出していったんですけど、北原白秋の生家が外目にありま

すけど、そういった北原白秋との絡みもありましてこのような三浦市さん、小田原

市さん、柳川市さんと出されたんだと思うんですけど、私はどこでも構いません。

お互いの文化交流とかいろんな交流ができて、またこちらから行く、向こうから来

てもらう、お互い交流を深めていければなと思っておりますので、その辺を検討さ

れていただきたいと思います。前向きな検討をされるという感じで私はとらえまし

たけど、よろしくお願いしときます。

続きまして、３点目、副町長の所信を聞いたわけなんですけど、所信はすばらし

いもんであって、非常に町長の次の南関町としての顔ですけど、所信で述べられた

ことは非常に立派です。立派ですけど、過去の経験を副町長本人の過去からすれば

大丈夫か、そういった懸念があります私にはですね。また、町民の方々も「大丈夫

なのか」と、そういった心配をされております。

私が最初、尋ねましたとおり、この話が町長のほうから言ったのか、また副町長

のほうからお願いされたのか、どちらかをはっきりしてもらいたいと思います。ち

ょっと先ほどの答弁ではわからなかったので、私は副町長のほうからお願いしたい

と思いますので。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ただいま杉村議員から御質問がございました副町長の着任と

いいますか、経緯についてということでございます。先ほど申しましたように、役

場に３４年勤めており、やっぱりまちづくりというのが心の中にありまして、その

表現として同僚の課長でありました佐藤町長とも何回かお話したこともあります。
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その中でそういう形で今回、まちづくりをやっぱり一緒にしたいというような意向

も私は中で伝えとったと思います。そういう形で今回、このような感じで御指名を

いただきました。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 今の答弁でよろしいですか。

２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 今ですね、私が質問したのは副町長から町長にお願いされ

たのか、町長から先にお願いされてこられたのかをお聞きしてるんです。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 町長のほうから指名をいただきました。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） では、町長のほうからまず、話は副町長のほうにあったと

いうことで理解してよろしいですか。

続きまして、副町長は職員時代、税務課におられました。課名は変わっておりま

すけど、税の仕事、農林課の仕事、農業には精通されて立派です。税のほうもです

ね、当初質問した中で、徴収の件ですよね、徴収のほうは当時、滞納はアップして

たんですかね、下がってたんですか、徴収率は。担当されてて徴収はアップしたん

ですか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ただいまの質問でございますが、南関地区を担当していまし

て一応徴収はアップしてたと思います。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 徴収されてて徴収率はアップしたんですよね、今の答弁で

はですね。だったら滞納は減ってくるのが当然ですよね、でしょ。滞納が減るのは

当然でしょ、徴収率がアップしたんだから。でも、滞納額はアップしてるんですよ。

その辺をどう理解するんですか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 事案、全体的な徴収率ですか。それとも、すみません。

○２番議員（杉村博明君） 全体的でも構いませんよ。今、言われたのは徴収されてて

徴収率はアップしてると。議長よろしいですか、議長。

○議長（酒見 喬君） 質問者に申し上げますが、副町長が当時勤務されていた税務課、

年号は何年から何年ぐらいまでというとがわかりましたら、それも一緒に言ってく

ださい。

２番議員。
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○２番議員（杉村博明君） 平成１６年ぐらいじゃないですかね。私が１８年からその

後を継いでおりますので、雪野副町長の後に私は異動してきたと思っておりますけ

ど、いかがですかね。だから平成１６年前後だと思います。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 平成１６年は２回目に税務課におりました。はい、たぶんそ

うと思います。徴収は夜間徴収を含めて南関地区を回っておりまして、徴収してい

たと思います。アップかどうかはちょっと急にはわかりませんけど。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 滞納額はですね、アップしてたんですよ。年々とアップし

てるんですよ。どういった徴収をされたのか私はちょっと疑問に思います。この話

はまた疑問に思っておりますので次回でもするかと思いますけど、次にですね、副

町長は職員時代から頻繁に海外へ渡航されておりましたよね。この目的として事業

をされてたのか、今でもされてるのか、その辺をお聞きしたいと思います。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ただいま議員の質問に対して、先ほども出ましたけれども、

事業については、もう農業を、先ほどちょっと言いかけましたが、家族の名義で家

族がやっておりました。私じゃございません。

○議長（酒見 喬君） 質問者に申し上げますが、それ以上のことについては、個人的

なプライバシーについては質問を控えていただきたいと思います。事業までは構わ

ないと私は思いますので、その辺のところをおくみの上お願いいたします。

２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 事業では農業をされてたということで言われましたけど、

そのほかに事業をされてなかったですか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 私ではなく、家族の名義で運送屋をやっておりました。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 運送屋というのはタクシー事業でしょうか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） そのとおりでございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） その事業を雪野副町長が出資されて、申告はどうされてま

すか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。
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○副町長（雪野栄二君） 向こうで資産なり財産っていうのは私名義じゃございません

し、家族が生活のためにやっていたというだけです。申告等はこちらでは何もして

ません。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 出資はその事業を始めるに当たって、出資は雪野副町長が

されてたんですよね。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 私が出資をしてたということで今、おっしゃいましたけれど

も、一部はありますけども大半は向こうの家族のものでございます。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 大半はと言われますけど、当初は雪野副町長が出されて、

出資されてこの事業を開始されたということですよね。だったらこの収入のあるな

しに関しての申告はどうされましたか。

議長すみません。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 未申告なのか、申告されてるのかをお聞きします。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 大半はと表現されましたけど、一応少しは出したと思うんで

すけども、今おっしゃるように生活のためにお金を渡したっていうだけで、別に事

業のどうのこうのっていうのはありませんけど、申告はしていません。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 多少なりとされてたんなら、申告は必要なんですよね。金

額に高い、低いに関係なく、申告はされるのが当然じゃないでしょうか。いかがで

すか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 以前も今も、そこは本当勉強不足でした。わかりませんでし

た。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） あなたは先ほどから私が申してるように税務の経験があり

ますよね。そこら辺、何でわからないんですか。知りませんでしたじゃ通用しない

でしょ。

○議長（酒見 喬君） 副町長に申し上げますが、はっきり挙手をしてください。副町

長。

○副町長（雪野栄二君） 外国でありまして、名義も私の名義に一切なるところではご
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ざいませんでしたので、そういうことはないと思っておりました。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） あちらの家族のためと言われますけど、出資はされたんで

すよね。出されてるんですよね。その収入は全然自分の手元には入ってこないんで

すか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） 議員おっしゃいます出資じゃなくて、生活のためにお金を出

したっていうだけです。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） だったら収入はないんですよね。こちらのほうには全然な

いということですね。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ありません。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） じゃあですね、副町長が渡航されてたところで、誰かもう

イニシャルでいきますけど、ＴＨさん、わかりますよね。何度渡航されて、何の目

的で行かれてたのか、損害を与えてなかったのか。

[「議長、暫時休憩お願いします」と呼ぶ者あり]

○議長（酒見 喬君） 暫時休憩はしません。動議ですか。

○１１番議員（橋永芳政君） そうです。

○議長（酒見 喬君） １１番議員から動議が出ておりますが、動議に対する賛成者は

いらっしゃいますか。

[賛成者挙手]

○議長（酒見 喬君） 賛成者あり。

[「橋永議員の動議に賛成いたします」と呼ぶ者あり]

○議長（酒見 喬君） ちょっと待ってください。動議は１１番議員から出ましたので、

１１番議員のほうから動議の説明をお願いします。１１番議員。

○１１番議員（橋永芳政君） 当議会につきましては、個人の攻撃というようなことで

私受け取りましたので、この議会でそういう個人のことを、プライバシーのことを

ですね、質問する場じゃないと思います。まだまちづくりとか、地方創生とか、そ

ういう大事なことがあるんじゃなかろうかと思いますので、その辺をもうちょっと

協議主体としていただきたいと思いますので、休憩をお願いいたします。

○議長（酒見 喬君） そのようなことで暫時休憩を申し出ておられますが、私は最初

申し上げましたように、個人のプライバシーについては極力控えていただきたいと
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いうことを申し上げておきました。しかしながら、最初２番議員がここの演壇に立

って申し上げられましたように、税のことを申し述べておられました。それで税の

徴収アップだったのか、低下につながったのか、アップにつながったのかというこ

とを質問の項目として上げておられました。ですからその事業の質問までは許しま

すけれども、それ以上のことは控えてくださいということは最初申し上げました。

今の段階では、個人の事業の段階だと心得ます。したがって副町長が事業は個人の

家族のためであって、収入にはつながっていないということでございますので、こ

の件につきましては、町の税収につながるのは個人の収入ではないということです

ので、２番議員に申し上げますが、その辺のところで打ち切りたいと思いますが、

いかがですか。

[「議長」と呼ぶ者あり]

○議長（酒見 喬君） １１番議員。

○１１番議員（橋永芳政君） 動議は２名以上の、本人を含め１名付けば動議は認めら

るっとやなかですか。どうでしょうか。

○議長（酒見 喬君） 立山秀喜議員と立山比呂志議員が同意をしております。ですか

ら、今、副議長が言われましたような内容について、その経過を私は説明したとこ

ろです。それで１１番議員が申されますようなことは、そういうことじゃなくて、

まちづくりの本当の真意のことについて質問なりしてくれというようなことでしょ。

○１１番議員（橋永芳政君） 暫時休憩をして、そしてその件につきましてちょっと協

議をする意味があるとじゃなかでしょうか。

○議長（酒見 喬君） それで暫時休憩よりも必要なことは、一般質問の中でまだ今か

らその質問を続けていくか、いかないかということによって暫時休憩をするか、せ

んかにかかわりますが、まだこの件について２番議員は質問をされますか。

２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 時計を止めてください。

○議長（酒見 喬君） 時計を止めるならば暫時休憩します。休憩しますがよろしいで

すか。

○２番議員（杉村博明君） よろしいです。

○議長（酒見 喬君） それじゃ暫時休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後２時５３分

再開 午後３時０１分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。
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先ほど、２番議員の質問の途中でしたが、その質問の内容にあまりはっきりした

ところが副町長の答弁でなかったということで、このようなことになった訳ですが、

この辺の経緯を言っていただきたいと思います。

副町長。

○副町長（雪野栄二君） はい。２番議員の質問に返事がということでございます。お

答えします。

先ほど、申告の問題を含めた資産の問題でございますけど、生活のために仕送り

をやってた件が、むこうで事業をやっていたということで、私の名義でございませ

んので申告していません。

もうひとつは、滞納徴収に関しましては申し訳ございません。年度、そのときは

係長で南関地区を職員２人で回ってましたんで、詳細には記憶しておりませんけど

も、徴収はしておりますので増加したという気持ちはございません。

以上です。

○議長（酒見 喬君） 質問の途中ですが、ここで１０分間休憩します。

－－－－－－－○－－－－－－－

休憩 午後３時０２分

再開 午後３時１１分

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

２番議員の質問の途中でしたので、これを続行してください。２番議員。

○２番議員（杉村博明君） 私のほうから副町長にもう１点、お聞きしたいことがあり

まして、先ほども言いましたようにＴＨさんとは何度渡航されて、何の目的で行か

れてたのか。金銭問題はなかったのか、その他にトラブルはなかったのか、その辺、

そこをお聞きします。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ＴＨさんという方はわかりました。

[「ＴＳさんですよ、ＴＳさん。名前は挙げなくても結構です」と呼ぶ者あり]

○副町長（雪野栄二君） ＴＳさんですね。

[「もう御存じでしょ」と呼ぶ者あり]

○副町長（雪野栄二君） はい。圃場整備のときに知り合いまして、行きましたのは１

回です。金銭的な賃貸借はございません。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） １回で間違いないですね。
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[「と思います」と呼ぶ者あり]

○２番議員（杉村博明君） 金銭のトラブルも今、ないと言われましたけど、本当にな

かったんですよね。

[「はい」と呼ぶ者あり]

○２番議員（杉村博明君） 虚偽ないですね。

[「はい」と呼ぶ者あり]

○２番議員（杉村博明君） 私が何でここまで副町長を問いただしたかと言いますと、

やっぱり町長の次の第２の顔として南関町を盛り上げていってもらうため、また南

関町がさらに発展するような町にしていかなくてはならない、町長が一生懸命今、

やってる仕事、それの足を引っ張らないようにと思って私はあなたの今までの行動、

その辺に疑問を感じてこういった答弁になりました。個人的に攻撃されたと思われ

ればそれで構いませんけど、私は町のためを思って言ってるわけです。また、町民

の方が疑問に思ってるからこういってこの場、議会の中で取り上げました。まだま

だ疑問に思ってるところがあります。でもこれは個人的な問題になってきますので、

私はこの先はちょっと控えたいと思います。

今後、町長の足を引っ張らないようにくれぐれも南関町が発展するように頑張っ

ていってもらわないと困りますので、襟を正して職員時代とはまた変わった意味で

副町長という立場を理解されていってもらいたいと思います。

それにもう１点、この件は終わりまして副町長の専決として工事請負費、幾らま

でがあなたは専決できますか。

○議長（酒見 喬君） 副町長。

○副町長（雪野栄二君） ２００万までと思います。

○議長（酒見 喬君） ２番議員。

○２番議員（杉村博明君） はい。確かに２００万円です。なぜ聞いたかと言うと、ま

だ２カ月ちょっと勉強されてると思います。今後、いろんな面で難題がかかってく

るかと思います。それを補佐するのが副町長でありまして、今後いろんな事業、ま

た南関町の企業誘致等、そういったところで町外にも出て行って町長の代役として

出る場合もあります。そういったところで恥ずかしくないような副町長であってほ

しいと思いますので、今後ともしっかり私は見ていきたいと思いますので、今後と

も南関町のために頑張っていってもらわないと困りますのでよろしくお願いしとき

ます。

私の質問は以上で終わりますけど、まとめて終わりたいと思います。

まず、第１点目、英語教育ですね、幼児からの英語教育。この辺はもう早急に新

年度からでも対応、新年度から無理だったら次年度で構いませんけど、できるだけ
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早め早めの検討、また推進、よろしくお願いします。

それとまた２点目が、友好都市との姉妹提携、こちらのほうも町長のほうは考え

があられるようですので、その辺は立派な相手方との締結をして、お互い防災協力、

文化等交流、そういったのをやっていこうじゃありませんか。ぜひ私も推進したい

と思いますのでよろしくお願いします。

以上で、私のほうから質問を終わらせていただきます。

○議長（酒見 喬君） 以上で、２番議員の質問は終了しました。

続いて、９番議員の質問を許します。９番議員。

○９番議員（山口純子君） 皆さまこんにちは。９番の山口です。本日は、婦人会の皆

さま、町民の皆さま方、南関高校生の傍聴があり、非常に皆が緊張しております。

ありがとうございます。

まず、先に通告していました一般質問を行わせていただきます。

まず、佐藤町政１期目中間での評価と今後についてでございます。

上田町政より、住んでよかったプロジェクトを引き継がれて佐藤町政となりまし

た。中間の総括や検証、並びに今後についてお尋ねいたします。

①としまして、定住等の目的に実施されてる事業などは順調に実施されましたか。

また、その結果の効果的な事業、成果や課題をお尋ねいたします。②としまして、

今後廃止するもの、また新たに新設するものについて検討されているか、お尋ねし

ます。③は、人口の自然減は国により統計的に出されているが、このことを踏まえ

て人口増の政策は必要だが、現実問題としてひとり暮らしや高齢者問題の政策、ま

た小学校統廃合等も視野に入れる必要があると思われますが、どう思われますか、

お尋ねします。④として、去る１１月２６日、総務省での３００人余りの研究会が

開催されたとお聞きします。南関町がプレゼンされましたが、その中でどのような

ものをされたか、また全国でも１カ所だけと聞きましたが、その点についてお尋ね

します。

あとは自席にて質問いたします。

○議長（酒見 喬君） ９番議員の質問に対する答弁を求めます。町長。

○町長（佐藤安彦君） ９番、山口議員の佐藤町政１期目中間での評価と今後について

の御質問にお答えいたします。

まず、①の定住等の目的に実施されている事業等はされたか、またその結果の効

果的な事業等を尋ねるについてお答えいたします。

御存じのとおり、上田前町長在任中の平成２３年４月から住んでよかったプロジ

ェクト推進事業を本格的に展開し、今年度で５年目を迎えます。

本プロジェクトは、平成２３年度から本年度までの５年間の南関町総合振興計画
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の基本計画後期、６章ゆとりある住環境のまちづくりの中の主要施策、定住の促進

の中に位置付けてあり、「あふれる緑の中に暮らしやすさを備えたずっと住み続け

たくなるまち」の実現に向けて取り組んできたところでございます。私といたしま

しても、これを引き続き実施しているところであります。

山口議員のお尋ねである定住等の目的に実施された事業につきましては、１８項

目からなる本事業の中でどの事業が定住につながるかと聞かれますと、産み、育て、

育む環境の整備充実という観点から見ますと、どの事業も定住等を目的に実施して

きた事業であります。また、効果的な事業等につきましては、私がいつも申してお

りますが、就学前児童数が平成２３年度より５年続けて伸びてきており、関所っ子

誕生祝金、保育料助成金、チャイルドシート購入費助成金、子ども医療費助成金な

ど、まさに産み育てる環境が整っているからこその効果だと言えると思います。そ

のほかにも定住住宅取得補助やそれに伴う新築住宅固定資産補助金等は、財産の取

得であり、本町在住者はもとより、町外者も本町に転入し、家を取得することによ

って定住していただくための効果的な事業だと考えております。

高齢者の支援等についても、タクシー料金助成事業や買物宅配サービス事業、こ

のように御高齢になられても安心して住んでいただける策を講じているところであ

り、本年１０月からはどなたでも利用可能な予約型乗り合いタクシー事業も試験運

行を開始し、特に公共交通の空白地域にお住まいの方々には手厚い支援となってい

るところであります。

今後もこの町に住んでよかったと思っていただけるように、私はもちろん議員の

皆さま、そして職員の皆さんと一丸となってチーム南関として努力してまいる所存

でございます。

次に、②の今後廃止するもの、また新たに新設するものについて検討されている

か尋ねるについてですが、住んでよかったプロジェクト推進事業につきましては、

先ほども申し上げましたとおり、平成２３年度から事業を開始し、５年を一区切り

として本年度が見直しの時期となっております。事業の検証につきましては、役場

各課より１名を委員として委嘱し、副町長を会長、まちづくり課長を副会長として

８名の委員でまちづくり推進プロジェクト会議を組織し、まちづくり課が事務局と

なり、会議を開催しているところでございます。

会議につきましては、今年度これまでに５回を重ね、事業評価シートによりそれ

ぞれの事業について実績に基づく評価と今後の方向性について関係課より報告し、

協議を重ねてきたところであります。来年度からのプロジェクトについては、現在、

廃止するもの、事業の中身について見直しをかけるもの、新たに取り組む事業と選

別をかけている段階でありまして、まだ明確にどうなるということは言えないとい
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うのが現状にあります。ただ、これまでのプロジェクトを土台として、さらに充実

した内容にしていきたいと考えているところであります。

③の住んでよかったプロジェクト推進事業におけるひとり暮らしや高齢者への政

策としましては、先ほどお答えいたしましたタクシー料金助成事業や買物宅配サー

ビス事業、予約型乗り合いタクシー事業の試験運行を実施しているところでござい

ます。

次に、少子化による児童数の減少が予想される中で小学校統廃合を視野に入れる

必要があると思うが、とのお尋ねですが、私はこれまでも一般質問の中で答弁をさ

せていただいておりますけれども、私はできる限り南関町の地域の小学校は残した

いと考えております。住んでよかったプロジェクト推進事業の効果とは考えており

ますが、先ほど申しましたとおり、就学前児童数が増加するという現象が見えてお

り、今後も継続するのではないかと期待しておりますし、何があっても継続させた

いという考えを持っているところであります。

最後に、④の１１月２６日に総務省講堂において開催されました第５回自治体主

導の地域エネルギーシステム整備研究会についてでございます。高市総務大臣を初

め、環境省、資源エネルギー庁、林野庁、金融庁からの出席があり、南関町が総務

省からの交付金で取り組んでいるバンブーフロンティア事業と、同じく総務省から

委託を受けて取り組んでいる分散型エネルギーインフラプロジェクトマスタープラ

ン策定事業についての紹介を行ったものでございます。省庁横断的なメンバーで開

催される会議は少ないということでありますが、事業紹介の際に南関ボードや圧縮

ブロックの試作品も持って行っておりました。出席の皆さま方も手に取られて多く

の方が興味深い取り組みであるとの発言もいただいたところであります。

以上お答えしまして、詳細につきましては担当課長が答弁し、この後の質問につ

きましては自席よりお答えさせていただきます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） いろいろとお考えいただきまして、私もここの小学校の統

廃合も視野に入れる必要があると言いましたけど、本当に町長はできる限り残した

い意向でありまして、私もそうは思いますけど、人口がずんずんずんずん減ってま

したらね、まあ強い意思を信じて私も残していただきたいと思います。

それで私はですね、企業誘致、働く場所、町長が得意と思いますけど、生活でき

る職場があれば自然に人口は増えると思っております。企業誘致のお考えはありま

すか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 本議会の冒頭の御あいさつの中でも申し上げましたけれども、
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５月にＦＷＡＶＥ株式会社様と投資額２０億円、雇用も２０名から３０名のところ

で調印をさせていただきました。また、先ほど申しました１１月にも冨士ダイス株

式会社様と１９億８,０００万の投資額ということで調印を済ませておりますけれ

ども、これからですね、南関北中学校の木造校舎も壊されて、それから新しい工場

をつくられるということで非常に２件ともすばらしい企業であります。地元雇用を

うちの町としても望んでおります。地域住民の方も望んでおられますのでそういっ

たことをしっかりと伝えながら町の協力できる部分を連携していきたいと思ってお

りますし、もう１つ年明けにもっていう話をさせていただいておりましたけれども、

まだ今の段階では公表することはできませんけれども、また１月にはですね、大型

の増設の調印を計画することにしております。本議会の後にでも議員の皆さま方に

は御紹介できる部分まではですね、お知らせをしたいというふうに考えておりまし

て、今回２０億が３件ぐらい、そういった形でできておりますけども、その後も今、

継続していろんな企業等の交渉を行っております。これからもやっぱり産み、育て

やすい環境の整備、そして住む場所と働く場所ということで山口議員も御承知のと

おり、やっぱり働く場所があって住む場所があるということが人口の減少に歯止め

をかけることになりますので、そういったところを重点的に取り組んでいきたいと

いうふうに考えております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 本当に頼もしく思います。それで誘致の条件としては、や

はりここの南関は土地が安いとか、固定資産もありますね。それで私も本当に仕事

があれば活気が出て人がにぎわう。そして福祉とかがよくなって住みやすくなる、

人が増えるといった流れをつくるといいと思いますけど、本当に町長は安心して企

業誘致とかお得意中でありますけどされておりますね。それで今、地方創生とかい

ろいろ問題がございますけどですね、本当に今真剣に考えないとですね、国もいず

れ南関町も本当に２０６０年、平成７２年、４５年後は推計人口が４,７７９人と

見通されて、計画特殊出生率は自然減少では７,５００人、努力すればですね、な

るっていう統計が出ております。それを基礎としながら将来道州制とか考えて、ま

あ大きく話がなりますけど、必要だと思いますけど方向性はどんな思われますか、

町長。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 道州制といいますのは、大きな動きとしては国がやはり中央を

統括するためにやっぱり一番やりやすいやり方ではあると思います。県の動きの中

でも、今は地域の振興局が拠点化するということでそういった動きはあっておりま

すけれども、その中で必要な部分に必要な力を持っていくというのは非常に効果が
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あるかもしれませんが、私が考えますのは南関町が将来、道州制、今の道州制でな

くても結構ですけども、即合併するということは恐らく、皆さん町民の方も含めて

考えておられないんじゃないかと思います。やはり小さな、今現在１万人、そして

減少したとしてもどれだけか、ちゃんと自分たちの町が保たれるよう人口がいると

するならば、道州制あるいはこのままの形に限らず私は町が一番町民の皆さんが住

んでよかったと思っていただけるような町の体制が確保できれば、あんまりそうい

ったものにこだわる必要はないかなと思っております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 本当に道州制は、前は騒がれてましたけど今、町の合併と

かでですね、この言葉がもう忘れ去られていますけど、私ちょっと先ほど課長にち

ょっと尋ねましたけど、住宅を増やすためにグリーンヒルに分譲をされましたね。

ちょっと人口が増えるような施策でありますけど、町長が冒頭おっしゃいましたけ

ど、３件の申し込みがあったということですけど、私としては少ないかな、多いか

な、全然私はわかりませんけど、町長どんな思われますか。

○議長（酒見 喬君） 町長。

○町長（佐藤安彦君） 実際の契約の段階までいった方が３名でありますので、その他

問い合わせとかいろいろあるかもしれませんけれども、１６戸のうち今現在で３件

のそういった決定ということは、非常に少ない、残念なところがありますので、今

後さらにですね、周知をしながら早期にそういった完売ができるような取り組みを

進めていきたいと考えます。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 本当にこの人口を増やすためには住居が必要、仕事が必要

と先ほどから言いますけど、私としては分譲したときにたくさんの応募があるのか

なと思って課長に聞いたら、「そんなのはないよ」って言いなはったけど、課長と

してのお考えは、まあ面接に来られた方の意向ですね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 今回の予約受付の開始が１１月の３０日から今日が

１２月の１５日ということで、１５日間、２週間ほど経っております。１２月の５

日、６日では現地案内会を開催いたしました。ただ、来場される方はそれまで多く

なかったということですが、やっぱり本気で見に来られる方がおられたということ

で、この３件の申し込みにつながったというふうには思っております。

ただ、不動産、決して安くない買い物となりますので、慎重にされている方もお

られると思いますし、近所の方にお聞きしますと、ちょこちょこ見に来られる方も

おられるということをお聞きしております。先ほど町長が言いましたように、さら
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なる周知に努めていきながら早めに完売を目指したいというふうに思います。

以上です。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） 今の件ですけど、３件の方の年代とかは。よろしいですか

ね、それ。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 子育て世代の方が大部分というふうに思っておりま

す。若い方でございました。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） やはりいろんな施策が南関町のプロジェクトも５年目を迎

えましたけどですね、住んでよかったプロジェクト。本当に私も子どもも孫もたく

さんおりますけど、やはり南関町は住んでよかったと、かねがね私も思っています

し、家族も思っていますし、近所からもそういう声が出ております。それでこれか

ら世の中も本当に変化が、先ほども副町長が言われたように世の中もすごく変化し

ております。この町で８回されましたけど、増やしたり減らしたりと今、検討中で

ございますけど、ちょっとその案の少しでもありましたら増やすとか、この中の、

プロジェクトの中で増やすとか、少しの意見はありませんか。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 先ほど町長答弁にありましたように、これまで５回

のプロジェクト会議、開催をいたしております。その中で見直すべきもの、充実す

るもの、それから縮小するものというところも意見は出ております。ただ、ここで

お話しすることはできません、まだそこまで発表することはできませんけれども、

やはり不公平感等をちょっと検討する必要があるのかなというところの意見も出て

おりますので、今しばらくお待ちいただきまして議会のほうには御相談をしていく

ということになるかと思います。御報告をしていくということになるかと思います。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。

○９番議員（山口純子君） この中でよかったプロジェクトで新幹線通勤、この前ちら

っと町長が千葉のほうの、正式じゃないけどちょっと都市開発をちらっと聞きまし

たけど、ここの南関も新幹線もありますし、高速すべての交通便はいいと思います

けど、新幹線の定期購入助成金で何名ぐらいの方の利用があってますかね。

○議長（酒見 喬君） まちづくり課長。

○まちづくり課長（大木義隆君） 平成２７年度ですけれども、今現在７名の方が御利

用になっております。

○議長（酒見 喬君） ９番議員。
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○９番議員（山口純子君） 助成金額が５,０００円ということでどれくらいかかるか

わかりませんけどですね、増やすかあれはわかりませんけどですね、本当に今、町

では定住促進、少子化、高齢化、ひとり暮らしなどの対策も本当に前向きにやられ

ておりますね。住民の命と財産を守るためにも医療、防災も含め、本当に課題が山

積しております。

また、大牟田市、玉名市を中心とする定住自立圏プロジェクトが進展しておりま

すね、先ほどから出ておりますけど。広域になるほど利便性と不便なことが出てく

ると考えます。消滅の町とされております南関町も活性化、安心して暮らせる町と

して、住民でまた新たな住民とが夢と希望を持てる南関町をぜひ実現してもらいた

いと思って強く、強く思って私の質問を終わります。

ありがとうございました。

○議長（酒見 喬君） 以上で、９番議員の質問は終了しました。

－－－－－－－○－－－－－－－

○議長（酒見 喬君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

明日１６日は、午前１０時に本会議場に御参集ください。

本日は、これにて散会します。起立、礼、御苦労さまでした。

－－－－－－－○－－－－－－－

散会 午後３時３９分


